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一、鎌倉幕府第六代将軍宗尊親王の家集の一つ『中書王御詠』 （三五八首）の注解を試みる。一、１番歌から始めて順番どおりに注釈を付して、数次の分載とする。今回は、 「春」 （１〜
50）を取り上げる。
一、次の各項からなる。
①整定本文。②本文を改めたり注記が必要な場合は、当該箇所に＊印を付して、別に本文の項目を立てる。③通釈。④本歌・本説・ （前項の「本文」とは別、基にした漢詩文の意） 、参考（宗尊が踏まえた歌ならびに解釈上に必要な歌） 、類歌（表現・趣向が類似した歌） 享受（宗尊歌を本歌取りした歌） 、影響（宗尊歌 踏まえた歌） 。⑤出典。⑥他出 ⑦語釈。⑧補説。②と④〜⑧は 無い場合には省略。
一、底本は、本書の原本である冷泉家時雨亭文庫蔵本の影印版『冷泉家時雨亭叢
　
第三十一巻
　
中世私家集
　
七』
（二〇〇三・八、朝日新聞社）所収本に拠る。同本を親本とする書陵部蔵本（五〇一・八七）を適宜参照する。一、本文は 次の方針に従う。
 
一八
１．底本の翻印は、通行の字体により、歴史的仮名遣いに改め、意味や読み易さを考慮して、適宜ひら仮名を漢字
に、漢字をひら仮名や別の漢字に改める。送り仮名を付す。清濁・読点を施す。なお、原則としてひら仮名の反復記号は用いない。 「謌」 「哥」は「歌」に統一する。
２．本文を改めた場合、底本の原状は右傍に記す（送り仮名を付した場合は傍点） 。私にふり仮名を付す場合は（
　
）に入れて区別する。その他、問題点や注意点は、適宜特記する。
３．他資料の本文との異同は、漢字・仮名の別や仮名遣いの違いや送り仮名の有無など、表記上の違いは原則とし
て取らない（解釈の分かれる可能性のある表記上の違いである場合は参考までに注記する） 。
４．底本の本行の原状（見消ち等の補訂は 行に復元）に対して他資料の本文との異同を示す。５．底本の和歌には、合点 鉤点）が付されていて まま胡分の塗り消しがあるという。影印版では判然としない
ので、不審紙（小紙片）貼付等と併せて、冷泉家時雨亭叢書の解題に付載の一覧に拠りつつ、これらを〔補説〕に記すこととする。
６．歌頭に通し番号を付した（新編国歌大観番号と同じ） 。
一、引用の和歌は、特記しない限り新編国歌大観本に拠る。万葉集は、原則として西本願寺本の訓と旧番号に従う。
なお、表記は私に改める。歌集名は、原則として「和歌」を省く。そ 他の引用は、日本歌学大系 他の流布刊本に拠る他 特殊な本文の場合には特記する。
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〔通釈〕
春
年中立春
野も山もまだ雪が深い旧年の内に、霞こそ遅くて立たない、 （けれど）春はやって来たのだ。
〔本歌〕
　
年の内に春は来にけりひととせを去年とやいはむ今年とやいはむ（古今集・春上・一・元方）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌。→補説。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・立春・一。
〔語釈〕
　
○年中立春―「 立 」 「歳内立春」と同様に、 月一日以前の立春を言う題。表記としては、 「歳中立
春」の例もある（金葉集初度本、散木奇歌集等） 。 「年中立春」としたのは、父帝後嵯峨院の「初音とは思はざらな
二〇
むひととせにふたたび来たる春の鶯」 （続古今集・雑上・一四八四）の詞書が「文永二年七月七日白川にて題をさぐりて七百首歌人人によませ侍りしに、年中立春といふ事を」 （尊経閣文庫本）となっていることと関連があろうか。○霞ぞ遅き―係り結びで四句切れだが 「遅き春」と続くとも解される。
〔補説〕
　
出典の「文永三年十月五百首歌」の文永三年（一二六六）に、宗尊は将軍を廃されて京都に戻る。七月
二十三日に子息の惟康が征夷大将軍となるが、宗尊は既に七月八日に鎌倉を出て二十日に入京している。その直後の八月に詠じた「三百首」 （竹風抄・四九二〜五九五）に続く「五百首」である。十月九 移った土御門殿で詠出したかと思しい。現存は、 『竹風抄』の一〜 八八までの二八八首である。全体に、失脚して帰洛し、しかしいまだ父帝後嵯峨院や母棟子にも会えない状況の、不遇感の述懐性が露わである。該歌の詠まれた文永三年（一二六六）は、前年の十二月二十三日に立春を迎える「年内（年中）立春」であり、それを詠じたものであろう。「み吉野は山も霞みて白雪のふりにし里に春は来にけり」 （新古今集・春上・一・良経）や「風まぜに雪は降りつつしかすがに霞たなびき春は来にけり」 （同・同・八・読人不知）のように、 春は来にけり」 立春を言う限りは、霞が立つことを前提とするのが、伝統的通念であろう。俊成の「年 内 春立ちぬとや吉野山霞かかれる峰の白雪」 （続後撰集・春上・一・俊成）も 源具親の「年の内の春とは空にみ吉野の山も霞みて雪の降りつつ」
（千五百番歌合・春一・ 七・具親）も、該歌と同じく「年の内」の「雪」を詠みつつ立春の霞を併せているのは、大枠ではその類型の中にあることを意味していよう 該歌が「霞ぞ遅き」とする は、そ 点 新鮮である。溯ると、 「年の内に春は立ちぬとうちつけに雪げの雲を霞とぞ見る」 （永久百首 冬・旧年立春・四 一・大進）が、明示的ではないにせよ、 「 」の立っていない「年内立春」を詠じ いようか。
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〔通釈〕
　
立春
今朝見てみると、雪もよいに冷たく冴えた雲も無く、穏やかに晴れている空に、春はやって来たのだった。
〔本歌〕
　
雲もなくなぎたる朝の我なれやいとはれてのみ世をば経ぬらむ（古今集・恋五・七五三・友則）
〔参考〕
　
今朝はまた雪げの雲も引きかへてのどけき空に春は来にけり（為家集・春・春天
同〔文永〕元年十月十一日続五十
首
・一六）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌。→補説。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・春・六二七。和漢兼作集・春上・立 心を・八。
〔語釈〕
　
○雪げ―雪気。雪の降りそう 気配、空模様。
〔補説〕
　『古今集』歌を本歌に、直前に詠まれた為家の作にも倣ったかと思しく、当時の宗尊の詠作方法の一端が窺
われる。
出典の「文永二年潤四月三百六十首歌」は、 『柳葉集』 （巻五）に二二七首（六二七〜八五三）が残る。現存春
五三（首） 、夏二〇、秋五二、冬一五、恋三二、雑五五であるので、本来、春・秋・恋・雑各七〇首、夏・冬各四〇首であったか。
歌頭に合点あり。
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〔通釈〕
　
早春
どの里も区別無く立った春が、どういう訳で、この憂鬱の身一つを春の埒外にするのだろうか。
〔参考〕
　
梅が香の誰が里分かずにほふ夜は主さだまらぬ春風ぞ吹く（新勅撰集・雑一・一〇三六・行念）忘るなよ馴れし雲ゐの桜花憂き身は春のよそになるとも（新勅撰集・雑一・一〇四四・隆信）さてもまた幾世かは経む世の中 憂き身一つの置き所なさ（新勅撰集・雑二・一 四九・寂蓮）
〔類歌〕
　
春のなど憂き身をかけで立ちぬらんかさなる年は人も分かぬに 竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・早
春・二）
〔補説〕
　「里分かず立ちける春」の類の表現の淵源は、 『古今集』の「春の色のいたりいたらぬ里はあらじ咲ける咲か
ざる花の見ゆらん」 （古今集・春下・九三・読人不知）に求められる。また、 「春」が「よそ」である発想の原拠もやはり、 『古今集』の「光なき谷には春もよそなれば咲きてとく散る物思ひもなし」 （雑下・九六七・深養父）に求めてよい。宗尊も、これらに無意識下にも負っているであろう。後者は、詞書に「時なりける人の、俄に時なくなりて歎くを見て 自らの歎きもなく喜びもなきことを」とあり、出世栄達の無縁を諦念する趣である。例えば、院政期の教長の「憂き身には春の光 よそ れば今日の暮るるも惜しまれぬかな」 （教長集・讃岐院位の御時百首歌奉りしに、暮春 心をよめる・一九四）は、この歌の発想の延長上にあろう。一方で、 「憂き身の」 「春」の憂鬱を詠歎することは、新古今新風歌人辺りから顕現し始めると思しい。 「憂き身一つ」を用いた類想の先例には、定家
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二三
の「春知らぬ憂き身一つにとまりける暮れぬる暮を惜しむ歎きは」 （拾遺愚草・奉和無動寺法印早率露胆百首
文治五
年春
・春・四二〇）があり、 「老い」を絡ませて言う例には、慈円の「あはれにも春は憂き身のよそながら老いの
坂より年は越えにき」 （拾玉集・ 〔建久八年廿題百首〕 ・立春・四四七二）や為家の「などて世の老いの憂き身を隔つらん霞は春のよそならねども」 （中院集・ 〔文永三年〕廿七日月次三首、霞・一）がある。定家詠は、一見右の教長詠に似通うが、教長の「惜しまれぬかな」と定家の「惜しむ歎きは」との差は大きいと言わなければならない。参考、拙稿「鎌倉期関東歌壇の和歌
―中世和歌表現史試論―
」 （ 『中世文学』五九、平二六・六） 。
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〔通釈〕
　
子の日
我が君のために、初子である今日の野辺に出て、手に引き取る松は、君の千載の年の数であるなあ。
〔本歌〕
　
君がため春 野に出でて若菜摘む我が衣手に雪は降りつつ（古今集・春上・二一・光孝天皇）初春の初子の今日の玉ばはき手に取るからにゆらく玉の緒（新古今集・賀・七〇八・読人不知。万葉集・巻
二十・四四九三・大伴家持）
〔参考〕
　
大井川井堰の石を君がため拾ひあぐるは千代の数かも（弘長百首・雑・河・信実）
〔類歌〕
　
君がため子の日を急ぐ姫小松手に取るからに も経ぬべし（文保百首・春・三〇〇〇・定為）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌。→２。
二四
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・春・六三二。
〔語釈〕
　
○千代の数かも―原拠は「亀の尾の山の岩根をとめて落つる滝の白玉千代の数かも」 （古今集・賀・
三五〇・紀惟岳） 。○取る―本来「松」には「引く」と言うが、本歌の「手に取るからに」の面影を活かそうとしたか。
〔補説〕
　
合点を白滅（胡分の塗り消し。以下同様） 。霞
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〔通釈〕
　
霞
小初瀬よ、仄かに見えたその山も今は見えない。この伏見の夕暮の深い霞の中で。
〔本歌〕
　
菅原や伏見の暮に見渡せば霞にまがふを初瀬の山（後撰集 雑三・一二 二・読人不知）
〔参考〕
　
おしなべてうづもれぬらん吉野山いふばかりより深き霞に（宝治百首 春・山霞・四二・道助）
〔類歌〕
　
見渡せば霞みしほど 山もなし伏見の暮の五月雨の比（続拾遺集・夏・一八〇 実伊）
〔語釈〕
　
○小初瀬―大和国の歌枕。 「小」は接頭語。 「小泊瀬」とも書く。現奈良県桜井市初瀬町周辺。笠置山地から
流れる初瀬川の峡谷の地で、東西北の三方を初瀬山や巻向山等の連山に囲まれる。○伏見―大和国の歌枕。菅原氏の本貫地であるいわゆる「菅原の伏見」 。現奈良県奈良市菅原町（菅原天満宮が鎮座）にその名が残るが、それよりもかなり広範囲を言ったと思しく 「小初瀬」の「山」はその南東方向に望む。
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二五
〔補説〕
　
類歌に挙げた一首は、同じく『後撰集』歌を本歌にして、季節を夏にして「五月雨」を付加していて、院政
期の詠み益しの本歌取説に沿う。
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〔通釈〕
　（霞）
ほのぼのぼと白む明け方に、霞の上に松が見えて、日の光が春の遠山に映じ輝いている。
〔参考〕
　
それながら春は雲ゐに高砂の霞の上の松の 入（建保名所百首・春・高砂
播磨国
・二七・定家。新後拾遺集・
春上・三三）
この里は雲間も見えぬ夕立に日影いざよふ遠 山 端（宝治百首・夏・夕立 一一三〇・実雄）
〔類歌〕
　
かき暮れてこの里めぐる夕立の日影うつろふ遠の山の端（嘉元百首・夏・夕立・一三二四・俊定）むら時雨過ぎゆく峰の雲間より日かげうつろふ遠の山もと（玉葉集・冬 八四三・公相）梢のみ霞の上にほの見えて空に浮きたるうきしまの松（文保百首・春・一三〇〇 経継）見えざりし かかれる色ながら朝日に出づ 春の遠山（草根集・春・遠山朝霞・三 六。同 雑・遠山朝・
九五二三）
〔語釈〕
　
○うつろふ―「映ろふ」 （映発する意） 解し が、 「移ろふ」 （日 光が様を変えて行く意）に解しても通
意であろう。 「片山は日影うつろふ空ながら里分きて行く夕立 雲」 （宝治百首・夏・夕立・一一二六・基良）と同様か。
二六
〔補説〕
　「霞の上に松見えて」が一首の趣向の一つだが、これは参考の定家詠に学んだ結果であろうか。宗尊は、同
様の趣向を、後に「文永六年八月百首歌」 （春）で「根を絶えて霞に余る遠山の松の木末や春の浮草」 （竹風抄・巻五・七六三）と詠じている。
他方、下句の「日影うつろふ春の遠山」の景趣は、参考の実雄詠の影響下にあると思しい。宗尊は、やはり類似
の景趣を、後に「文永八年七月内裏千五百番歌合百首歌」 （夏）で「雲間より日影涼しくうつろひて夕立晴るる遠の山 端」 （竹風抄・巻五・八六三）と詠じている。類歌に挙げた『嘉元百首』の一首は、同じ題の『宝治百首』の実雄詠に倣ったのであろうし、同様に『玉葉集』所収の公相の一首も、叔父の実雄詠からの影響が想定されよう。それにしても、該歌は、京極派の好尚 適う一首と言ってよいであろう。 春 遠山」の句も 勅撰集では『玉葉集』の実兼の「咲きみてる花のかをりの夕づく日霞みて沈む春の遠山」 （春下・二〇四）という、京極派を代表するよ な一首のみに見える句な である。
合点あり。
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〔通釈〕
　
百五十首の歌を詠みましたときに、春の夕べ
花の香は、どことも知らずに匂って来て、遠山が霞んでいる春の夕暮よ。
〔参考〕
　
思ふどちそことも知らず行き暮れぬ花の宿かせ野辺の鶯（新古今集・春上・八二・家隆。六百番歌合・春・
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二七
野遊・七二、 「そことも言はず」 ）
五月雨の雲にも霞むながめかな遠山本の夕暮の空（正治後度百首・夏・五月雨・八二二・宮内卿）
〔類歌〕
　
おのづから風のつてなる花の香のそことも知らず霞む春かな（続拾遺集・春上・山階入道左大臣家に十首歌
よみ侍りけるに、寄霞花といへる心をよみてつかはしける・六七・公親）
そことなく遠山霞む春 日に見えぬ梢の花ぞ待たるる（為理集・同〔待山花〕心を・七三七）
〔影響〕
　
尋ねばやそことも知らぬ花の香の霞に匂ふ春の山もと（李花集・春 これかれ誘ひて花尋ね侍りし所にて・
八〇）
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌。→補説。
〔他出〕
　
竹風抄・文永三年八月百五十首歌・春夕・五二四。続拾遺集・春上・暮山春望といふ事を・六六。題林愚
抄・巻二十一・雑・暮山春望・同（続拾） ・九四一九。
　
〔語釈〕
　
○百五十首の歌―『竹風抄』 （巻三）の「文永三年八月百五十首歌」のことと見られるが、詳しくは不明で、
不審な点もある。 『竹風抄』 （四九二〜五九五 に収められる現存歌は、一〇四首。題は、春・夏・秋・冬・雑を頭に関した種々の結び題。→補注。○そことも知らず―参考の『新古今集』の家隆詠に拠っていよう。その家隆詠は『六百番歌合』では、二句に「そこそとも言はず」 （日本大学総合図書館本を底本とする新編国歌大観、書陵部本（五〇一・六一九）
を底本とする新日本古典文学大系、 『校本六百番歌合』が著録する陽明文庫本他数本）の異同がある。
俊成判詞に「右歌、素性法師、思ふどち春の山辺にうちむれてそことも言はぬ旅寝してしか、といへる歌をとりすぐせるにや侍らん」とあるように 『古今集』の素性「思ふどち」 （春下・一二六）詠を本歌にしていて、異同はこの俊成判に起因するのかもしれない。宗尊は家隆詠 本歌をも見通し いたであろう。
二八
〔補説〕
　
山が霞む春の夕方の風情を賞するという点では、後鳥羽院の「見渡せば山もと霞む水無瀬川夕べは秋となに
思ひけむ」 （新古今集・春上・三六）の延長上に位置付けられる歌である。
該歌を含む、 『竹風抄』の「文永三年八月百五十首歌」が、そのとおり文永三年（一二六六）八月の詠作とする
と、鎌倉幕府将軍から失脚して七月に帰洛した直後の「百五十首歌」ということになる。しかし、同抄の各巻は次のとおりの構成となっているのである。
巻一
　
文永三年十月五百首歌
巻二
　
文永五年十月三百首歌
巻三
　
文永三年八月百五 首歌
巻四
　
文永六年四月廿八日、柿本影前にて講じ侍りし百首歌文永六年五月百首歌
巻五
　
文永六年八月百首歌文永八年七月、千 百番歌合あるべしとて、内裏より仰せられし百首歌文永九年十一月比 何となくよみ置きたる どもを取り集めて、百番に合はせて侍りし
つまり、巻三「文永三年八月百五十首歌」を除けば、本抄は巻頭から巻軸まで、ほぼ年月の降順に各定数歌等が
配されているのである。巻三が本来「文永五年百五十首歌」であった可能性はないであろうか。もちろんその場合でも巻二「文永五年十月三百首歌」とは、月次が逆転していることにかわりはないが、年次の逆転に比較すれば配列の破綻はより小さいであろうし、事実巻五内には月次の逆転も存しているのであるから やはり「文永五年」を「文永三年」に誤写した可能性は絶無ではないと思うのである。例えば、同「百五十首歌」中の「雑閑居／人言の
『中書王御詠』注釈稿（一）
二九
暇なかりしも昔にて今はのどけき身の住まひかな」 （竹風抄・五七七）は、 「雑閑居」題に従った詠作ではあるが、実感を宿していようか。そうだとすれば、文永三年（一二六六）に妻宰子と良基の密通を知って三月五日に藤原親家をして上洛させ、六月五日に帰参した親家を通じて父後嵯峨院からの諷諫を受けつつ、失脚への流れは止めがたく、七月八日に鎌倉を発ち二十 失意の内に帰洛するも お、父母 義絶された宗尊であれば、その直後の八月に、かかる心境 達していたとは考え難い。やはりこの「百五十首歌」は、文永三年八月ではなく、文永五年八月の作と見る方が穏当のように 思われるのである。しかしながら、文永四年十二月に為家から合点と評詞を得ている『中書王御詠』に於いて「百五十首（の）歌」 詞書にある歌で、現に『 』の「文永三年八月百五十首歌」にそれも同じ題で見える歌が、十首見える である。
重出一覧（上竹風抄の番号・下中書王御詠の番号） 。
　
 
四九四・
101、五一八・
57、五一九・
119、五二一・
71、五二四・７、五二九・
72、五三一・
141、五三四・
51、
五三六・
19、五四四・
106。
とすれば、少なくともこれらの歌は、文永四年十二月以前に詠まれたものと見なければならず、この「百五十首
歌」が、文永三年八月の作であるこ を示す証左ということになろう。またしかし、前述 ように、 竹風抄「文永三年八月百五十首歌」には、その時点ではなく、数年後の作と見るべき詠があるのであれば、 「文永五年」を「文永三年」に誤写した可能性を見ても見なくても、 『中書王御詠』の「百五十首歌」の一部を利用したか、一部を差し替えたかして、 『竹風抄』の「百五十首歌」が きあがった可能性 見ておく必要があるのでは いだろうか。
合点あり。
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〔通釈〕
　
春の眺望
春の夕凪に静かに潮が引いて、霞の中に遠く望むわかの松原よ。
〔本歌〕
　
妹に恋ひわかの松原見渡せば潮干の潟にたづ鳴き渡る（新古今集・羈旅・八九七・聖武天皇。原歌万葉集・
巻六・雑歌・一〇三〇、 二句「わがの松原」 〔原文「吾乃松原」 、現行訓「あがの松原」 〕 ）
〔参考〕
　
伊勢島や潮干の潟の朝凪に霞にまがふわかの松原（後鳥羽院御集・詠五百首和歌〔遠島五百首〕 ・春・
六六八。風雅集・春上・二二・後鳥羽院）
伊勢の海清き渚も霞みつつ春の潮干の玉も拾はず（建保名所百首・春 伊勢海・九〇・兵衛内侍）伊勢の海人の玉裳の裾やまがふらん霞 遠き沖つ白波（雲葉集・春上・六七・実氏。三十六人大歌合・
二三）
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌。→７。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・ 望・五六八。夫木抄・春五 春海・ 、春御歌中 一七一〇。
〔語釈〕
　
○潮干―潮が引くこと。干潮になること ○わか 松原―伊勢国の歌枕。三重郡の地名というが、比定地は
不明で、あるいは四日市付近かともいう。本歌の原歌である『万葉集』の「吾乃松原」が原拠で、それを「わか（が）のまつばら」と訓じたことによる。その題詞は、前歌の「十二年庚辰冬十月、依
二
大宰少弐藤原朝臣広嗣謀
反発
一 レ
軍、幸
二于伊勢国
一之時、河口行宮、内舎人大伴宿祢家持作歌一首」を承けた「天皇御製歌一首」で、 『新古
『中書王御詠』注釈稿（一）
三一
今』の詞書は「天平十二年十月、伊勢国にみゆきしたまひける時」である。万葉の左注には「右一首今案、吾松原在
二三重郡
一、相
二去河口行宮
一遠矣。若疑御
二在朝明行宮
一之時所
レ製御歌、伝者誤之歟」とある。
〔補説〕
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〔通釈〕
　
前大僧正
弁が勧進しました住吉社歌合で、鶯
ただこの道筋しかないとあえて思い込んで、鶯が花に鳴く声を、神も聞いているのだろうか。 （和歌の道しかないと思い決めて私が泣くように詠じる和歌を、住吉の神も聞くであろうか） 。
〔参考〕
　
花に鳴く鶯、水にすむ蛙の声を聞けば、生きとし生けるもの、いづれか歌をよまざりける。力をも入れずして天地を動かし 目 見えぬ鬼神 もあはれと思はせ…（古今集・仮名序・貫之）鶯の花に鳴く音を聞きし間にいとほしきこと知らずぞありける（貫之集・九一三）あはれとや神も聞くらん時鳥榊の枝にゆふかけて鳴く（月詣集・四月・重保家にて人人、社頭郭公といふこ
とをよみ侍りけるに・三二四・源宗光女）
〔語釈〕
　
○前大僧正
弁―承元二年（一二〇八）生、弘安六年（一二八三）八月十五日没、七十六歳。父は藤原氏北
家末茂流正二位権大納言隆季の嫡男正二位権大納言隆房、母は正二位権中納言葉室光雅女で、真観藤原光俊とは従兄弟同士。園城寺の長吏に二度任じ、鎌倉に在っては鶴岡若宮社別当を務める。大僧正、大阿闍梨位に昇り、法験
三二
を以て世に聞こえたらしい。勅撰集に二五首首入集の歌人でもあった。宗尊の歌道師範である従兄真観と共に、護持僧とし 将軍宗尊を支えた。○住吉社歌合―未詳。 『新三井和歌集』に収める「前大僧正隆弁新住吉社歌合に同じ（里郭公）心を／権少僧都聖弁／鳴く声はとをちの里の時鳥ほのかにのみや人の聞くらん」 （夏・一一四）は、あるいは同機会か。○この道―詞書の「住吉社歌合」の縁で、和歌 道のこと。宗尊はかつて「この道を守ると聞けば木綿鬘かけてぞ頼む住吉 松」 （瓊玉集・雑上・同じ〔神祇〕心を・四一三）と詠んでいる。○思ひなしてや―『後拾遺集』の「なき数に思ひなしてや問はざらんまだ有明 月待つものを」 （雑三・一〇〇四・伊勢大輔）が勅撰集の初例。本 の直前に成った『続古今集』に 、御家人北条時広の「惜しめどもただ大方のいつはりに思ひなしてや花 散るらん」 雑上・一五三五）が見える。
〔補説〕
　「鶯」の「鳴く音」を「神」が「聞く」ことも、和歌の通念・類型にはない。けれども、和歌の神でもある
「住吉社」の歌合であるので、通釈の括弧内の解釈のように、宗尊が自らの詠作を「鶯の鳴く音」 （あるいは「泣く音」との掛詞か）によそえて詠じたと見 おく 宗尊 意識には『古今集』の仮名序の一節がよぎっていたか。
山鴬
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〔本文〕
　
○霞の―底本「かすみも
の
」 （書陵部本も同じ）を、他出の本文を参照し、傍記の「の」に従って改める。
〔通釈〕
　
山の鶯
忍ぶという信夫山にかかる霞の奥にいる鶯も、人に知られていない愛しい人を恋い慕って（鳴いて）いるのだろ
『中書王御詠』注釈稿（一）
三三
うか。
〔本歌〕
　
三輪山をしかも隠すか春霞人に知られぬ花や咲くらむ（古今集・春下・九四・貫之）
〔参考〕
　
秋来れば信夫の山に鳴く鹿も人に知られぬつま 問ふらむ（万代集・秋下・一〇九四・政村。夫木抄・秋
三・鹿・同〔家集〕
 万代
・四七二一）
〔他出〕
　
夫木抄・春二・鶯・御集、鶯・四一九、 二句「霞の奥の」五句「音をや鳴くらん」 。
〔語釈〕
　
○信 山―陸奥国の歌枕。信夫郡（現福島市）北方にある山。 「霞の奥」 「人に知られぬ」 「つまや恋ふらん」
から、 「忍ぶ」が掛かる。
 ○霞の奥―鎌倉時代以降に盛行する語句。式子の「暮れて行く春の名残をながむれば霞
の奥に有明の月」 （式子内親王集・ 〔又百首〕 ・春・一一八）や良経の「尋ねてぞ花と知りぬる初瀬山霞の奥に見えし白雲」 （秋篠月清集・花月百首・花 三）等が早いか。関東下向の経験のある雅経には「東よ 立ち来る春やこれならん霞の奥の曙 空」 （明日香井集・鳥羽百首
建久九年五月廿日始之毎日十首披講
・立春・三）がある。本集成立の直
前の『白河殿七百首』にも「薄墨によみもとかれぬ玉章は霞の奥に帰る雁がね」 （春・帰雁似字・五二・雅言）がある。新古今歌人詠出の新鮮な歌詞を、宗尊が摂取した一例と見てよいであろう。○つま―配偶。ここは夫とも妻とも解される。
〔補説〕
　「信夫山」の「霞の奥の鶯」が「つまや恋ふらん」とする一首の趣向は、新奇である。宗尊は、 「弘長二年冬
弘長百首題百首」の「鶯」題で「今もなほつまやこもれる春日野の若草山に鶯の鳴く」 （瓊玉集・春上・六）と詠んでいる。言うまでもなく、 「春日野はけふは 焼きそ若草のつまもこもれり我もこもれり 古今一七・読人不知）を本歌にしている。これも、 「若草山」と「鶯」の組み合わせが珍しい。また、 「鶯」が春に「つま」を呼び鳴くという意識は、例えば さ ば妻を求むと鶯の梢を伝ひ鳴きつつもとな」 （万葉集・巻十・春雑
三四
歌・一八二六・作者未詳）や「春なればつまや求むる鶯の梢をつたひ鳴きつつはふる」 （赤人集・一三〇。古今六帖・第六・うぐひす・四四〇七・作者不記、二句「つまを求むる」結句「 渡るかな」 。袋草紙・七三八、 二句「妻を求むと」下句「声をこづたひ鳴きつつもがな」 ）にも窺われるが、その「つま」が「草」中に隠るという実態もないし、和歌上の通念もない。宗尊の「今もなほ」の歌の「つまやこもれる」は、 「 ま」はいまだ「山」に籠もっているのか、という趣意なのであろう。本歌の「若草」の連想から「若草山」としたので いか。その本歌の「春日野は」 一首は、 『伊勢物語』 （十二段）に初句「武蔵野は」の異伝が見える。治承二年（一一七八）三月の『別雷社歌合』の「霞をや煙とみらむ武蔵野のつまもこも るきぎす鳴くなり」 、 「武蔵野に朝なくきぎす声すなり霞 中につまやこもれる」 （霞 二四・頼政、五六・安性）等を初めとして、院政期以降、同歌の本歌取り詠が散見する。その中で、宗尊 今もなほ」の歌に類似する「今 まだ妻やこもれる武蔵野の霞の内にきぎす鳴くり」 （正治後度百首・霞・三〇三・具親）は、宗尊への影響を見る とが可能か れない。宗尊自身の「今もなほ」と「信夫山」の歌との先後は不明だが、両者の特異 発想には共通 があると言ってよいであろう。一方で参考に挙げた鎌倉幕府 要路北条政村 一首と 秋の鹿と春 鶯 異なりはあるがほぼ同工で、所収歌集『万代集』を宗尊が目にしていた可能性が『瓊玉集』の歌にも窺われるので がこれに倣ったと見 もよいであろう。
春雪
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『中書王御詠』注釈稿（一）
三五
〔通釈〕
　
春の雪
降っている間は冬と変わった色合いもないよ。それなのに、積もり切らないのか、春の淡雪は。
〔参考〕
　
降るほどぞ消えずはありとも桜花庭に色なき春の淡雪（壬二集・春・春の歌よみ侍りける時・二〇一八）
〔類歌〕
　
庭の面は積もりもやらずかつ消えて空にのみ降る 続拾遺集・春上・一一・師継）降ればかつ露とそそきて積もらぬは草の若葉 春の淡雪（嘉元百首・春 雪・九〇 為世降るほどはさすが て空にだにをやむと見れば消ゆ 淡雪（臨永集 ・春 を 七 権僧正慈慶）梢には積もらぬ春の淡雪 降るほどばかり花と見えつつ（草庵集・春上・弾正尹親王家五首に、春雪
二九）
〔影響〕
　
昨日まで見し冬枯れの色もなし焼け野にもゆる春の若草（雅有集・百首和歌 春・若草 六四六）冬草の残るばかりの色もなしなべてふ ぬる野辺の白雪（嘉元百首・冬・ ・二二五七 覚助）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌。→２。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・春・六三八。
〔語釈〕
　
○積もり果てぬや―新奇な句。 「ぬ」は否定の助動詞。完了 助動詞「ぬ」を用いた類句「積もり果てぬる」
は、先行例として、家隆の「高砂の尾上の鹿の鳴かぬ日も積もり果てぬる松の白雪」 （道助法親王家五十首・冬・松雪・七七七。続歌仙落書・三八他）や土御門院 「年ふれど跡なき人の契りゆゑ積もり果てぬる庭の白雪」 （土御門院御集・恋二十五首・寄雪 四二〇 がある。これらは宗尊の目にするところであったろうから、刺激された可能性もあろう。
〔補説〕
　
影響に挙げた両首の作者は、関東祗候 廷臣で宗尊詠か の影響 他にも認め れる飛鳥井雅有と、後嵯峨
三六
院の皇子で宗尊の弟に当たる覚助である。類歌に挙げた歌も含めて、積もらずに消える「春の淡雪」の降雪の情景を言う歌として該歌は早い例であろう。
合点あり。
若菜
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〔通釈〕
　
若菜
今はこの身が若菜ではなく辛いことばかりを積み貯めていて、摘み貯めるはずの春の若菜の時節であると知ることもできないよ。
〔本歌〕
　
摘みたむることの難きは鶯の声する野辺の若菜なりけり（拾遺集・春・二六・読人不知）
〔参考〕
　
若菜生ふる春の野守に我なりて憂き世を人につみ知らせばや 山家 寄若菜述懐と云ふ事を・二三。
宮河歌合・六）
〔類歌〕
　
春の野の もなにも知らぬ身はただ憂き事の数をこそつめ（竹風抄・巻四・文永六年五月百首歌・春・
六九六）
〔影響〕
　
なべて世はただすさまじき心ちして春になるらん時も知られず（伏見院御集・正月三日正安四年・
二一六七）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌。→１。
『中書王御詠』注釈稿（一）
三七
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・若菜・四、初句「今は身に」 。
〔語釈〕
　
○若菜―『古今六帖』 （第一・歳時・春）の「わかな」 。○ の―真観の「今は身になにを愁ふとなけれ
ども涙ぞ落つる秋の夕暮」 （万代集・秋上・九五一）に学ぶか。為家にも「今は身のいふかひもなき言の葉を思ひ知らでや世に散らすべき」 （中院集・八日、太閤法華山寺三首・述懐・二〇二）があるが、該歌との先後は不明である。宗尊は、該歌と同じ「文永三年十月五百首歌」 （→１ で「今は身のよそに聞くこそあはれなれ昔は主鎌倉の里」 （竹風抄抄・里・一〇六）や「今は身のよにすすけたる蘆簾かかりける身のはてぞ悲しき」 （竹風抄・簾・一一三）と詠み、あるいは他にも「いつまでかよそに別ると慕ひけん今は身に添ふ秋 心を」 （竹風抄・巻二・文永五年十月三百首歌・暮秋 三九四）と詠んでいる。過去を述懐する「今」の我が「 」を強く意識する表れであろう。○つみ―「積み」に「若菜」の縁で 摘み が掛かる。あるいは、参考の西行詠が「摘み」と「罪」 掛詞であるように、ここも「罪 が響くか。○時も知られず―古くは「常夏の花をし見ればうちはへて過ぐす月日の時も知られず」 （新撰和歌・夏冬 一五七）の例があるが、これは、時を忘れてしまう、とい ほど 趣意で、該歌の場合と異な 。伏見院 「春雨は降り潤せどまだ寒き草の垣根は時も知られず」 （伏見院御集・春雨・五三二）や「なべて世はただすさまじき心ちして春になるらん時 知られず」 （同 正月三日正安四年・二一六七） 「時も知られず」は、その時節であると認識できない、の意で、該歌に同様 ある。伏見院が宗尊詠に学んでいた可能性を見ておく必要 あろう。
〔補説〕
　「若菜」の題については落題とも言えるが、 『正徹物語』が「宗尊親王は四季の歌にも、良もすれば述懐を詠
み給ひしを難に申しける也。物哀れの体は歌人の必定する所也。此の体は好みて詠まば、さこそ らんずれども生得の口つきにてある也」と言うように、季節の歌に述懐を詠じ 傾きがある宗尊親王らしい詠作であるとも言え
三八
る。加えて、 『瓊玉集』巻一の二三の梅香に寄せる物思いや、三二〜三五の春曙に寄せる悲愁、あるいは五七と五八の花に寄せる憂き身の述懐詠などに窺われる、京都から自らの意志とは無縁に将軍として東下せざるを得なかった宗尊 心情と呼応するように、再び不本意にも将軍を廃されて帰洛させられた宗尊の情念を窺うことができようか。
なお、参考の西行詠は、貫之の「若菜生ふる野辺といふ野辺を君がため万代しめてつまむとぞ思ふ」 （貫之集・
延長四年九月法皇の御六十賀、京極の御息所のつかうまつり給ふ時の御屏風の歌十一首・若菜・一八九。古今六帖・第四・わかな・二三〇二。新古今集・賀・七一 ）や、これに負ったと思し 顕季の「 生ふる野をや めまし今年より千 の春をつまむと思へば」 （堀河百首・春・若菜・六九。六条修理大夫集・一八五）を意識したようにも思われる。しかし歌境は対照的で 西行歌は春 若菜の本意からははずれ、定家が「末 句やなべての歌は猶如何にぞ聞こゆべからん」 （宮河歌合判詞）と批判するように、仏教臭を漂わせて特殊である。同時に、春にも拘わらず「憂き世」であることを言う点、中世和歌の始発に位置付けられるのである。その意味で 該歌は西行詠の延長上にある。
合点あり。
五十首の歌合に、春歌
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〔通釈〕
　
五十首の歌合で、春の歌
『中書王御詠』注釈稿（一）
三九
問い尋ねてくれよな。夜深い床に通う梅の香りに、堪え忍びかねている春の寝覚めを。
〔本歌〕
　
問へかしな片敷く藤の衣手に涙のかかる秋の寝覚めを（新古今集・哀傷・八四六・通俊）
〔参考〕
　
真木の戸をあけて夜深き梅が香 春 寝覚めを問ふ人もがな（閑窓撰歌合
建長三年閏九月尽
・一・藻壁門院少
将。続拾遺集・春上・四八）
〔類歌〕
　
梅が香に寝覚め夜深くあくがれて月さへ惜しき春の曙（為理集・六月十日、同〔左宰相中将〕家会
当座
・暁
梅・三八一）
〔語釈〕
　
○五十首の歌合―未詳。他に、
22、
83、
160、
165、
179が同機会詠か。 『瓊玉集』 （秋下・二四六）の「五十首御
歌合」も同じか。
〔補説〕
　『伊勢物語』四段を本説にする俊成の「梅が香も身にしむ頃は昔にて人こそあらね春の夜の月」 （新勅撰集・
春上・四三・俊成。御室五十首・春・二五五。御室撰歌合・六、四句「人こそ訪はね」 ）は、男女が別れ別れになった後の男か女の立場、第四句「人こそ訪はね」の場合は女の立場での心情の詠出であろう。宗尊は、 「文永元年六月十七日庚申宗尊親王百番自歌合」 （仮称）で「この春も人こそ訪はね宿の梅誰が情けをか花に見せまし」 （瓊玉集・春上・二五）と詠んでいて、 「あらね」 「訪はね」の異同あるこの俊成の歌をよく知っていたと思しい。とすると、該歌の「問へかしな」 （あるいは 訪へかしな」 ）は、俊成の「人 そ訪はね」 意識した表現で、宗尊自身もその背後に『伊勢物語』四段の世界を想起していたのではないか →
14補説。
『後拾遺集』初出歌人通俊の歌を本歌と見ることについては、 『瓊玉和歌集注釈稿（三） 』 （本紀要四七、平二二・三）
126、
128補説参照。
合点あり。
四〇
夜梅
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〔通釈〕
　
夜の梅
月光も霞んでいる時節の梅の香りに、ただ独り、あの昔の春を恋い慕い続けていて。
〔本説・本歌〕
　
またの年の正月に、梅の花盛りに、去年を恋ひて行きて、立ちて見、ゐて見、見れど、去年に似るべくもあらず。うち泣きて、あばらなる板敷に月のかたぶくまで臥せり 、去年を思ひ出でてよめる、
月やあらぬ春や昔の春ならぬ我が身は一つはもとの身にして（伊勢物語・四段）
〔参考〕
　
梅が香も身にしむ頃は昔に 人こそあらね春の夜の月（新勅撰集・春上・四三・俊成。御室五十首・春・
二五五。御室撰歌合・六、四句「人こそ訪はね」 ）
この頃はまがきの梅に風さえて春や昔の月ぞ傾く（紫禁集・建暦元年三月五十首・籬梅・五）いかにせんひとり昔を恋ひかねて老いの枕に年の暮れぬる（続後撰集・冬・五二九・慈円。万代集・冬・
一五二八。拾玉集・詠百首倭歌
今以廿五首題各寄四季之心
〔四季題百首〕 ・述懐・二二八九）
〔補説〕
　
参考の俊成詠 ついて、 『御室撰歌合』の俊成自判は「右歌は愚老が詠にて侍りけり。月やあらぬ春や昔の
春ならぬ、の在中将朝臣のふることを、わづかに拾ひ集めたるばかりにて、我が力入りたる節もなく侍れば」と言う。
13補説にも記したよう 宗尊 、俊成 この をよく知っていたと思しい。
合点あり。
『中書王御詠』注釈稿（一）
四一
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〔通釈〕
　
梅
（あの古歌のように）その色艶も芳香も分かる人が見る梅の花でもし今でもあるのならば、自分とは無縁なものと聞こうか、いや聞くはずもないよ、春の梅の枝を。
〔本歌〕
　
君ならで誰にか見せむ梅の花色をも香をも知る人ぞ知る（古今集・春上・三八・友則）
〔参考〕
　
今宵さへよそにや聞かむ我がための天の河原は渡 瀬もなし 続後撰集・恋四・七月七日、女御徽子女王に
つかはしける・九一六・村上天皇。新時代不同歌合・七三）
降る雪にいづれを花とわぎもこが折る袖にほふ春の梅が枝（続後撰集・春上・二七・順徳院。内裏百番歌合
建保四年・春・一。紫禁集・七二三）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌。→２。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・春・六四三。
〔語釈〕
　
○よそにや聞かむ―自分と無関係なものとして聞こうか、いやそうで ない。反語表現。参考の村 天皇歌
に学ぶか。○春の梅が枝―古くからある句形ではない。参考の順徳院詠に倣うか。
〔補説〕
　
宗尊は該歌 り後「文永六年四月廿八日、柿本影前に 講じ侍りし百首歌」 （春）で、 「色も香もいかが咲き
けむ梅の花知る人ありしいにしへの春」 （竹風抄・六〇二）という、同じ歌を本歌にしつつ、より述懐性の濃厚な歌をものしている。
四二
（梅）
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〔通釈〕
（梅）
梅の花は今も盛りとばかり、摂津国の難波の里に匂わせて吹く春風よ。
〔本歌〕
　
難波津に咲くやこの花冬ごもり今は春べと咲くやこの花（古今集・仮名序・王仁）
〔参考〕
　
難波津に咲くや昔の梅 今も春なる浦風ぞ吹く（新勅撰集・春上・四一・良経。秋篠月清集・南海漁父百
首・春・五〇三）
〔影響〕
　
津の国の の里の梅の花今は春べとさぞ匂ふらむ（政範集・春五十首続歌し侍りし時・里梅・一〇一）匂へなほ難波の里 春風に今を盛りと咲くやこの花（難波捨草・雑四季・六一三・橘忠能）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌。→２。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・春・六四一。
〔語釈〕
　
○津の国―摂津国。現大阪府の北西部と兵庫県 南東部。○難波の里―鎌倉時代から見え始める、比較的新
しい所名。摂津国の歌枕「難波」は、淀川河口周辺を言う。その付近の里ということなのであろう。勅撰集の初出は『続古今集』の「津 国の難波の里の夕涼み蘆のしのびに秋風ぞ吹く」 （夏・二七九・信実）で、これは『弘長百首』 （夏・納涼・二一〇） 一首である。
〔補説〕
　
本歌の「この花」は、法隆寺五重塔落書や木簡 表記から「木 」に解されるという。しかし、仮名序中
の歌としては、 「此の花」に解されるともいう。仮名序（古注）には「この花は、梅 花を言ふなるべし」とあり、
『中書王御詠』注釈稿（一）
四三
中世古今注（序聞書三流抄、六巻抄、蓮心院殿説等）も「梅」とする。参考の良経詠は「梅」に取りなしていて、該歌もそれに沿った詠みぶりである。
影響に挙げた両首（特に後者）は、なお検証の要があろう。
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〔通釈〕
　
春雨
春雨が降り注ぐ夕方の空をおおう薄霞よ。何となくしみじみとした春の色であることだな。
先年に、私融覚（為家）が、 （薄い） 「霞」と詠んでおります。亡父（定家）は、 「厚霞」こそが趣があるのだ、と批難されました。だから、下句は請い願われるものではないのです。
〔参考〕
　
なにとなくものあはれにも見ゆるかな霞や旅の心なるらん（長秋詠裳・故女院
美福門
白河押小路殿にて彼岸
の御念仏ありし七日のほど、人人毎日会せんとて歌よみし中に、羈中霞といふ心を・二〇五）
なにとなくものあはれなる如月 雨そほ降れる夕暮の空（正治初度百首・春・九・後鳥羽院。後鳥羽院御
集・正治二年八月御百首・春・八、三句「如月の」 ）
天の原富士の煙の春の色 霞になびく曙の空（新古今集・春上・三三・慈円。正治後度百首 霞
一〇〇一。拾玉集・詠百首和歌・霞・三六七四）
四四
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌。→７。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・春雨・五一一。
〔語釈〕
　
○春の色―漢語「春色」の訓読が基という。本朝でも「年内皆四時輪転（ねんないみなしじりんてん）
　
遊
客併固忘花見（いうきやくあはせかためはなをみることをわする）
　
谷風心任引両足（たにかぜこころにまかせて
りやうあしをひく）
　
春色深草木鮮緑（しゆんしよくふかくさうもくあざやかなみどりなり） 」 （新撰万葉集・
二五四）や「誰言春色従東到（たれかいつしはるのいろひんがしよりいたるとは）
　
露暖南枝花始開（つゆあたた
かにしてなんしはじめてひらく） 」 （和漢朗詠集・春・梅・九二・菅原文時）と漢詩に用いられている。春季を表徴する色調や情調を言う。平安初期で詠作時期が明確なの 貫之の「春の色はまだ浅けれどかねてより緑深くも染めてけるかな」 （貫之集・延喜十九年 宮の御屏風の歌、うちより召しし十六首・子日の松のもと 人人至り遊ぶ・一二七）だが、何と言っても『古今集』の「春の色の到り到らぬ里はあらじ咲ける咲かざ 花 見ゆらむ」 （春下九三・読人不知）の存在が大きく、これによって歌語として認知されたのであろう。それでも平安期を通じて作例はさほど多くなく、新古今歌人が多用するようになる である。それ以降は、例えば「春の色をいく万代かみなせ河霞の洞の苔の緑に」 （建保名所百首 春・水無瀬河・一九五・定家）という定家 歌など、 「緑」を「春の色」と見る歌が少なくない。それは、実際の景趣の実感に るばかりではなく、五行説に基づく春の当 が青である いう認識に従った結果でもあろう 「緑」は「青」に包摂される 。
〔補説〕
　「雨」が降った後に「薄霞」がかかった景色ではなく、降り注ぐ春雨が景色を薄く霞ませている様子を詠じ
たと見てよいか。
為家の評詞に言う、為家の「霞」の歌とそれに対する定家の批判が、何を指しているか、現時点では不明であ
『中書王御詠』注釈稿（一）
四五
る。なお追尋したいと思う。
（春雨）
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〔通釈〕
（春雨）
故郷（鎌倉）の柳の庭（柳営の庭）は寂しくて、降る春雨が冷たく堪えがたい夕暮の空よ。
〔参考〕
　
故郷の御垣の柳はるばると誰が染めかけし浅緑ぞも（詞花集・春・故郷柳をよめる・一六・源道済。新撰朗
詠集・春・柳・一〇一。道済集・山家早春五首・柳・二八九。玄玄集・一一七）
城柳宮槐漫揺落（せいりうきうくわいみだりがは くえうらくすれども）
　
秋悲不到貴人心（あきのかなし
びはくゐじんのこころに たらず） （和漢朗詠集・秋・落葉・三〇九・白居易）柴の戸 柳霞に閉ぢられていとど寂しき春の曙（壬二集・九条前内大臣家百首・春・山家柳・一五五二）
〔類歌〕
　
見るままに山辺 みて春雨のふる里寂し夕暮の空（延文百首 春・春雨・四一〇 顕実母）
〔他出〕
　
夫木抄・春三・柳・御集、 ・八六二。
〔語釈〕
　
○故郷―在鎌倉時ならば京都を、帰洛後ならば鎌倉を指すことになろう。 「柳の庭」が柳営即ち幕府を暗喩
しているとすれば後者で、京都から思いやって、あたかもまた鎌倉に戻ったような風情で言ったか。○柳の庭―歌語と は他に例を見ないような珍しい表現。将軍の府である鎌倉を柳営として、将軍宗尊自身の御所の庭を寓意したか。○春雨つらき夕暮の空―「春雨つ き」から「つらき夕暮の空」に鎖る。 「夕暮の空」には、 「いたづらに
四六
過ぎにしことや歎かれんうけがたき身の夕暮の空」 （新古今集・雑下・一七五五・慈円）が意識されているかもしれない。
〔補説〕
　
参考に挙げた家隆の「柴の戸は」詠は、 「柳」と春の寂寥を結び付けている点で該歌と繫がる。その家隆詠
は、中世初頭の春の憂鬱を詠じる記念碑的作品と言える、定家の「霞かは花鶯に閉ぢられて春にこもれる宿の曙」（六百番歌合・春・春曙・一一五。拾遺愚草・八一〇。玉葉集・春下・一九五）の影響下にあることは疑いない。その定家詠には、白居易の「上陽白髪人」 、即ち「上陽人…一閇上陽多少春…一生遂向空房宿…宮鶯百囀愁厭聞」の面影があろう。本文とみることもできる。また、これを題として早く高遠が「そこばくの年積む春に閉ぢられて花見る人になりぬべきかな」 （大弐高遠集・二六五）と詠んでいる。定家自身 念頭に これもあったかもしれない。とす と該歌は、新古今歌人達が詠出し始めた、長恨歌等の典故を機縁としながらそこからも離れた、 の寂寥や憂鬱を詠じる歌の系譜上に位置付けられる。そういった春の憂鬱を詠歎す こと、さ には広く季節に述懐することは、宗尊自身の 全体の特徴の一つでもあって、該歌はその中に入る。
宗尊は、帰洛後の「文永五年十月三百首歌」の「春雨」題で、 「鷺のゐる一もと柳露おちて河辺さびしき春雨の
空」 （竹風抄・巻二・文永五年十月三百首歌・春雨・三一六）と う類詠をも している。「柳」の「庭」の「春雨」の「夕暮」を詠じる歌としては、伏見院に「濡れ重る柳の緑糸垂れて春雨あをき庭の夕暮」 （伏見院御集・柳・八二七）がある。合点あり。
百五十首の歌の中に、春野
『中書王御詠』注釈稿（一）
四七
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〔通釈〕
　
百五十首の歌の中で、春の野
しみじみと哀れであることだな。いったい幾世代の人の（亡くなった）跡なのであろうか。春の草ばかりがみっしりと生い茂る野辺
〔本歌〕
　
あはれなり我が身のはてや浅緑つひには野辺の霞と思へば（新古今集・哀傷・七五八・小町）
〔参考〕
　
聞くたびにあはれとばかり言ひすてて幾代の人の夢を見つらん 続後撰 雑下 一二一五・順徳院。順徳
院百首・雑・九八）
消えはてし幾代の人の跡ならむ空にたなびく雲も霞も（秋篠月清集・無常・世のはかなきことを思ひて
一五七三。続千載集 哀傷・二〇二六・良経）
〔類歌〕
　
道の辺や幾代の人の朽ちぬらん茂りぞまさる春の若草（佚名歌集
（徳川美術館）
・雑・古墓何世人と云ふ事・
一二）
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌。→７。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・春野・五三六。
〔語釈〕
　
○百五十首の歌―→７。○幾代の人―『治承三十六人歌合』の「故郷の花に昔のこと問はむ幾代の人 心知
らまし」 （故
・四〇・成範。万代集・春下・二五九。雲葉集・春中・一三七。別本和漢兼作集・一三〇。続古今
集・春下・一二〇。新時代不同歌合・五二）や寿永百首の一つと考えられている『師光集』の「ふりにける志賀の桜の春ごとに幾代の人の心見るらむ」 （故郷花・一〇）辺りが早い例かと見られる。その後、良経は「鳥辺山幾代
四八
の人の煙立て消え行く末はひとつ白雲」 （後京極殿御自歌合・無常の歌よみける中に・一八八）という、参考の「消えはてし」歌と類想の一首を詠じている。また、 『千五百番歌合』では、 「行き帰り花こそあだに思ふらめ幾代の人か志賀の山越え」 （春三・三八八・通具）や「ふりにける三輪の檜原にこと問はむ幾代の人かかざし折りけん」（雑一・二八四五・惟明）と用いられている。前者は師光詠に倣ったかとも思しく、後者は「いにしへに有りけむ人も我がごとや三輪の檜原にかざし折りけん」 （拾遺集・雑上・詠葉・四九一 人麿）を本歌にしつつ成範詠の影響下にあろうか。定家は、順徳天皇の「内裏秋十首」で「おのづから幾代の人のながむらん天の河原の星合の空」（拾遺愚草・秋・二三六五）と詠んでいる。勅撰集の初出は参考に挙げた 続後撰集』の順徳院詠（ 「幾代」に「夢」の縁で「幾夜」が掛 るか）である。院政期末の中世に始まり鎌倉時代に少しく盛行した措辞と見てよいであろう。このような措辞を取りこむところに宗尊 、時流への敏感さを窺うことができるであろう。○野辺―一首の内容から、鳥辺野のような葬送 野辺を想定していよう。
〔補説〕
　
小町詠を本歌と見たが、あるいは同じく『新古今集』採録の「あはれなり昔の人を思ふには昨日の野辺にみ
ゆきせましや」 （雑上・一四三八・雅信）をも意識したかもしれない。類歌に挙げた「鎌倉初頭頃 一歌人の家集である可能性が高いと思われる」 （ 『新編国歌大観』第十巻
（平四・四。角川書店）
中村文解題）という『佚名歌集
（徳川
美術館）
』の作者不明歌とは、主旨を同じくし、措辞も似通う。宗尊自身の類詠「問ひ馴 し人も間遠になりはてて
草のみ深き庭の面かな」 （竹風抄・巻二・閑居・四六二）は「文永五年十月三百首歌 の一首なので、該歌よりも後出ということになるが、該歌を収める『竹風抄』の詞書（端作） 不審が残るので、断定はでき い。→７。
想念は、芭蕉の「夏草や兵どもが夢の跡」 （奥の細道）と通底する。合点を白滅。
『中書王御詠』注釈稿（一）
四九
春江
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〔通釈〕
　
春の江
難波江の春の景色も、いったい誰が見るだろうか。 （古人が）それを見せたいと言った、心ある人はいない世の中なのであった
〔本歌〕
　
心あらむ人に見せばや津の国の難波わたりの春のけしきを（後拾遺集・春上・四三・能因）
〔参考〕
　
心なき我が身なれども津の国 難波の春に堪へずもあるかな（千載集・春 一〇六・季通）これやこの心ある のながむべき難波わたりの春の曙（六百番歌合・春・春曙 一三 兼宗春霞かすめる空の難波江に心ある人や心見ゆらん（拾遺愚草・春・江上霞、内裏歌合・二一四三）
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌。→７。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・春江・五五〇。
〔補説〕
　「心ある人」とは言うまでもなく、和歌に詠じられるような景趣や情趣を理解する心を持っている人、とい
うことで、一首は、下降史観を下敷きに、貴族社会やその必須要件である和歌の道や歌人の力量の衰勢をも感じ取っているかのような物言いである。同時に、中世初頭に顕れる詠みぶり、即ち幕府第二代執権北条泰時の「麻中の蓬」の故事を踏まえた「世の中に麻は跡なくなりにけり心のまま 蓬のみして」 （新勅撰集・雑三・一一五二）や、一時期幕府にも候したらしい藤原隆祐の「捨身飼虎」の故事を踏まえた「竹の葉に衣をかけしいにしへの人の心なき世なりけり」 （隆祐集・百番歌合・九十七番・右 同〔春日社〕百首・竹・二五三）等に窺われる、後 道歌
五〇
の価値観に繫がるような、道理や道心の不在を詠歎する詠みぶりと軌を一にするような詠作ではないかと考えるのである。さら 言えば、その源流は、臣下 最高位に就く藤原良経の「この頃は関の戸ささずなり てて道ある世にぞ立ち返るべき」 （老若五十首歌合・雑・四三八。秋篠月清集・院無題五十首・雑・九四三）や、それに負ったかと思しい後鳥羽院の「奥山のおどろが下も踏み分けて道ある世ぞと人に知らせん」 （後鳥羽院御集・同〔承元〕二年三月住吉御歌合・寄山雑・一六九八。新古今集 雑中・一六三五）などに求められるのではないだろうか。
後拾遺集初出歌人の能因の歌を本歌と見ることについては、 『瓊玉和歌集注釈稿（三） 』 （本紀要四七、平
二二・三）
126、
128補説参照。また、参考の季通詠は、西行の「心なき身にもあはれはしられけり鴫たつ沢の秋の夕
暮」 （山家集・秋・秋、ものへまかりける道にて・四七〇。新古今集 秋上・三六二）と同工異曲だが、先後は不明。
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かす
めるを見て
21　
さびしさの限
かぎ
りとぞ見るわたつうみの遠
とを
島しま
霞かす
む春の夜
よ
の月
〔通釈〕
　
文永二年の春、伊豆山に参詣しました夜に、曇りきりもしない月がたいそうのどかで、浦々島々が霞んでいるのを見て
寂しさの限りだと見ることよ。海に浮かぶ遠くの島が霞む中に照る春の夜の月は。
〔参考〕
　
さびしさの限りは雪にふりとめつ竜田の里の鹿の通ひ路（拾玉集・左将軍女房八人に百首よませて披講の
夜、五首会ありけるを安成にかはりて・冬・四〇二六。無名和歌集・一五）
『中書王御詠』注釈稿（一）
五一
光をば霞のうちに思はせて月は春こそさびしかりけれ（露色随詠集・月百首・八）さびしさを誰にかたらん故郷の軒端に霞む春の夜の月（東撰六帖・春・春 ・九七・能清）あはれをばいづくに添ふる影ならんつらさ霞める春の夜の月（百首歌合
建長八年
・春・三二一・真観。
三十六人歌合弘長二年・一九二）
あはれなる憂き身の影ももろともに更けて身にしむ春の夜の月（弘長百首・春・春月・一一四・基家）
〔類歌〕
　
春の夜も更け行くままになほさえて霞める月の影ぞさびしき（実材母集・九〇）さびしさを堪へて深山の松 戸に影さへ更く 春 夜の月（南朝五百番歌合 春五・八七 前関白）
〔語釈〕
　
○文永二年春、伊豆山に詣でて侍りし夜―文永二年（一二六五）二月七日〜一二日に、宗尊は二所詣（箱
根・伊豆両山の神社への将軍参詣）に出掛けている。この間、伊豆山に三十首歌を奉納する。その折に詠じた一首か。○曇りも果てぬ月いと どかにて―「照りもせず曇りも果てぬ春の夜のおぼろ月夜にしくものぞなき」 （新古今集・春上 文集、嘉陵春夜詩、不明不暗朧朧月といへることをよみ侍りける・五五・千里）を意識するか。
〔補説〕
　
宗尊は該歌以前に、 「人は来で秋風寒き夕べこそげ びしさの限りなりけれ」 （瓊玉集・秋下 和歌所に
て・二五四）と「さびしさの限り」詠をものしているが、これは「秋風寒き夕べ」について言っていて、一般の通念の中にある。該歌は、 「霞む春 夜の月」につい 言っている点で新鮮であり 憂鬱を詠じる中世和歌の特徴を示し もい
五十首歌合に
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〔通釈〕
　
五十首歌合で
強い風が吹く高嶺は、春の埒外ではあろうよ。辺りにかかる霞から外れて、出る月であることだな。
〔参考〕
　
松風も霞にむせぶ高嶺よりほのかに出づる春の夜の月（歌合
建保七年二月十一日
・春月・一五・為家）
知られじな 洩るる三日月の 見し人に恋ひ侘びぬとも（宝治百首・恋・寄月恋・二四〇二・家良）
〔類歌〕
　
雲晴れて霞は残る高嶺よりおぼろに出づる春の夜の月（永享百首・春・春月 七一・後花園院）
〔語釈〕
　
○五十首歌合―→
13。
〔補説〕
　
宗尊は別に、 「根を絶えて霞に余る遠山 松 木末や春 浮草」 （竹風抄・巻五・文永六年八月百首歌・春
七六三）とも詠んでいる。 「霞」の外に覗く景物を詠じる点では類想である。なお、三句を「ほかならじ」と見ると、一首の解釈は「強い風が吹く高嶺も、春の埒外ではあるまい。そこにかか 霞から 洩れるように出る月であるこ だな。 」 なろうか。
春月
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〔通釈〕
　
春の月
これまであんなに待たれてきた、花の都京都のこの春の月よ。元のままの身で眺めらることができたならばよかったのに。
〔本歌〕
　
月やあらぬ春や昔の春ならぬわが身一つはもとの身にして（古今集・恋五・七四七・業平。伊勢物語・四段・
『中書王御詠』注釈稿（一）
五三
五・男）
〔参考〕
　
植ゑおきていつしか春と待たれ来し庭の桜の花を見るかな（為家千首・春・九一）限りあれば須磨も明石もいかならん花の都 秋 夜の月（白川殿七百首・秋・花洛月・二七八・真観）
〔類歌〕
　
待たれ来し都は同じ都にて我が身ぞあらぬ我が身なりける（竹風抄・文永三年十月五百首歌・都・一〇五
〔語釈〕
　
○もとの身―関東に下向して将軍となり婚姻もしながら、妻 不義を経て職を追われた、それ以前のただの
親王の境遇、ということか。であれば、類歌と同じ頃の詠作か。○花の都―京の都を誉め称えて言う。
〔補説〕
　
文永三年（一二六六）七月 失意の内に京都に戻って、翌年以降の春の感懐であろう。
合点あり。
（春月）
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〔通釈〕
　
春の月
たとえ霞むとしても、ともかくも見えた月影はいつまでであったろうか。今は涙に曇る春の夜の月よ。
〔参考〕
　
さやかにも見るべき月を我はただ涙に曇る折ぞ多かる（拾遺集・恋三・七八八・中務）時分かぬ涙 袖はおもなれて霞むも知らず春の夜の月（土御門院御集・詠二十首和歌
承久四年正月廿五日
・四季
月・春・一一五。秋風集・春上・五六） 。→補注。
〔影響〕
　
ほのかにもいつまで見えし影ならんよそになる戸の舟の追風（耕雲千首・恋・寄渡恋・六五〇）
五四
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌。→１。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・春月・四九。
〔語釈〕
　
○今は涙―「人知れず思ひそめてし心こそ今は涙の色となりけれ」 （千載集・恋一・六八七・源季貞）が勅撰
集の初出で、 「一夜寝しかりそめぶしの萱筵今は涙を重ねてぞ敷く」 （続後撰集・恋四・八七八・藻璧門院但馬）が続く。恋歌に多用される詞。
〔補説〕
　
合点を墨滅し、白滅。春暁月
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〔通釈〕
　
春の暁の月
　
（そこに入るなら）恨むに違いない山の端に到るまでの月光も見ないよ。 （あたりを覆う）春霞の果てに沈む有明の月は。
〔参考〕
　
惜しむべき雲のいづくの影も見ず霞みて明くる春の夜の月（宝治百首・春
･
春月・四〇三・実氏。続拾遺
集・春下・一三二）
誰が里に山の端までとながむらん明石の浦に有 の月（仙洞十人歌合・浦 五七・家隆。壬二集・秋 仙
洞にて十題歌合に、浦月・二四六二、二句「山の端までに」 ）
ながめやる霞の末は ら雲のたなびく山 曙の空（正治初度百首・春・二〇九・式子。式子内親王集・
『中書王御詠』注釈稿（一）
五五
二〇七、二句「霞の末の」 。三百六十番歌合・春・四）
〔類歌〕
　
有明は入る恨みなき山の端のつらさにかはる暁の雲（玉葉集・秋下・七一六・雅有）
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌。→７。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・春・春暁・五一七。
〔補説〕
　「あかなくにまだきも月の隠るるか山の端逃げて入れずもあらなむ」 （古今集・雑上・八八四・業平。伊勢物
語・八十二段・一四九・馬頭）は、人事を寓意したものではあっても、 「月」が沈む「山の端」に対する感情を表徴していよう。このような思いを基盤に、いつまでも沈まない「有明」の「月」であっても、 「月はなほ入らで有明の山の端もさぞあらましに恨めしきかな」 （民部卿家歌合
建久六年
・暁月・一〇二・丹後）といった「山の端」へ
の「恨」みが表出 れるのである。こういった通念を踏まえ 詠作 ある。
六帖の題の歌よみ侍り
・
しに、春田
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〔通釈〕
　
古今六帖の題の歌を詠みました折に、春の田
布留の古ならぬ新たに耕して土が返る荒田も、この良い時勢に出逢って、また昔に戻って改まる御代の春であることだな。
〔参考〕
　
石上布留野の草も秋はなほ色ことにこそあらたまりけれ（後撰集・秋下・ 六 ・元方。古今六帖 第六
秋・三五六二）
五六
石上布留のわさ田をうち返し恨みかねたる春の暮かな（新古今集・春下・一七一・俊成女）石上布留の中道立ち返り昔に通ふやまと言の葉（続古今集・雑下・一七七七 具親。千五百番歌合・雑二・
二九九八）
今はまた五月来ぬらし石上ふるのあらたに早苗とるなり（続後撰集・夏・一九七・基氏。万代集・夏・
六五七）
〔語釈〕
　
○六帖の題の歌―『古今六帖』の題の歌、ということ。他に、
45・
62・
80・
98・
166・
190・
193・
257が同様の詠
か。○春田―『古今六帖』第二の題「春のた」 。○石上ふるのあらた―「石上」は「布留」から「古」にかかる枕詞で、その「古」との縁（対照）で「新た」に続き、掛け詞で「荒田」 （春の耕作前の刈り株の残った田）を言う。○時にあひて―好適な時機に遭遇して、という意味だが 「御世の春」とあるので、 「頼もしな君君にます時 あひて心の色を筆に染めつる （新勅撰集・雑二・一一五四・西行）と同様に、上皇・天皇の良い治世の時に当 っている、ということ。○昔に返 ―再び往時に戻る 物事が本 戻り改まる、ということ。 「今日やまたさらに千歳を契るらん昔に返る住吉の松」 （続古今集・神祇 七三三・実氏。増鏡・内野の雪・六四）と同様。 「返る」 は、歌題の「春田」 、並び 「あらた」の縁で、田を耕 その土 返る意 掛か 。
〔補説〕
　
合点あり。帰雁
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『中書王御詠』注釈稿（一）
五七
〔通釈〕
　
帰雁
ああまたも、留まらない雁の春の別れであることだな。もしこの先も生き続けているのならば、秋の空に待てといって。
〔本歌〕
　
身にかへてあやなく花を惜しむかな生けらばのちの春もこそあれ（拾遺集・春・五四・長能）
〔参考〕
　
あはれまたいかにしのばむ袖の露野原の風に秋は来にけり（新古今集・秋上・二九四・通具。千五百番歌
合・秋一・一〇八九。自讃歌・五二。新三十六人撰
正元二年
・一八二）
心だにとまらぬ雁の宿なれど今はと思ふはあはれなりけり（赤染衛門集・任果ててのぼりしがあはれにて・
二〇二）
〔補説〕
　「秋の空に待てとて」が新鮮な措辞である。（帰雁）
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〔通釈〕
（帰雁）
やって来た方に再び戻るのは難しい世の中なのに、いったいどのように習って が、越の方へと帰って行くのだろうか。
〔参考〕
　
かくばかり経がたく見ゆる世の中にうらやましくも澄める月かな（拾遺集・雑上・法師にならんと思ひ立ち
侍りける頃、月を見侍りて・四三五・高光。和漢朗詠集・述懐・七六五。高光集・三五）
五八
〔影響〕
　
有明の月はつれなき影ぞともいかにならひて鹿の鳴くらむ（雅顕集・春・鹿・四一）帰るべき時と 誰に らひてか来る春ごとに雁の行くらん（師兼千首・春・帰雁知春・八一）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌。→２。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・春・六五一。和漢兼作集・春上 帰雁 九六。拾遺風体集・
雑・帰雁・三五八。新続古今集・雑上・帰雁を・一六二九。
〔語釈〕
　
○来し方―「雁」の縁で「越」の「方」が掛かる ○かへる―「返る」 （再び元の状態に戻る意）に、 「雁」
「行く」の縁で「帰る」が重なる。
〔補説〕
　
大きな枠組みでは、 「世 中をうしとやさしと思へども飛び立ちかねつ鳥にしあらねば」 （万葉集 巻五・雑
歌・八九三・憶良）に通う趣が感じられなくもない。
合点あり。
（帰雁）
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〔通釈〕
（帰雁）
行く雁が北へ帰るように、昔に戻る春であるならば、かつての世の人に言づてようものを。
〔参考〕
　
あはれ世の昔にかへる道もがな雲ゐの雁の春を見るにも（為家五社百首・春・かへるかり・石清水 八六）八重桜をり知る人のな りせば見し世の春にいかであはまし 続後撰集 春中・一一三・良経。万代集 雑
『中書王御詠』注釈稿（一）
五九
一・二七八一。秋篠月清集・一〇四二）
〔影響〕
　
老が身の昔に返る春ならば今ひと盛り花は見てまし（沙弥蓮愉集・春・如意寺僧正聖福寺にて歌よみ侍りし
時・九〇。続後拾遺集・雑上・一〇〇〇・景綱
〔語釈〕
　
○昔にかへる―宗尊は参考の為家詠に倣ったと思しいが、為家は、父定家の「春の日の光照ります庭の面に
昔に返る宿の藤波」 （文治六年女御入内和歌・藤波
人家庭に藤花盛にさきたる所
・七一・定家。拾遺愚草・一八八七）に
学んだのであろう。宗尊は、 「文永八年七月内裏千五百番歌合百首」 （仮称）の「春」でも、 「春といへば来し方急ぐ雁がねも昔に返る御代や知るらむ」 （竹風抄・巻五・八三七）と用いている。 「かへる」は戻るの「返る」に、 「行く雁」の縁で「帰る」が重なる。
〔補説〕
　
合点あり。二所に詣で侍り
・
て下向し侍り
・
しに、大磯といふ所にて帰雁の鳴
な
き渡
わた
り侍り
・
しかば
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〔通釈〕
　
二所権現に参詣しまして帰 ました折に、大磯という場所で、帰雁が鳴いて渡りましたので
私だけでなく雲ゐを渡る雁も、今日はまた濡れて帰る、この春雨の空よ。
〔参考〕
　
我ならぬ雲ゐの雁も音になきて春をばよそに遠ざかるなり（現存六帖・かり・七八八・忠兼）霜迷ふ空にしほれし がねの帰るつばさに春雨ぞ降る（新古今集・春上・六三・定家）露しげみ野辺を分けつつから衣濡れてぞ帰る花のしづくに 秋下 四六六 頼宗）
六〇
ことづてんながめも絶えぬ帰る雁道行きぶりの春雨の空（老若五十首歌合・春・一九六九・家隆）
〔語釈〕
　
○二所に詣で侍りて―箱根権現と伊豆権現を合わせて「二所権現」あるいは単に「二所」と言う。源頼朝
･
政子夫妻が厚く尊崇したので、以後将軍は毎年奉幣
･
参詣した。これを「二所奉幣」あるいは「二所詣で」と言っ
た。○下向―寺社に参詣 て帰ること。 「還向」も同じ。○大磯―所名。東海道の宿駅名でもある。相模国淘綾（ゆるき）郡（現神奈川県大磯町） 。東南は相模湾の海浜で、北に山を背負う。
〔補説〕
　
参考の家隆詠の第二句「ながめも絶えぬ」は、あ いは「ながめも堪へぬ」か。
合点あり。
霞間帰雁といふことを
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〔通釈〕
　
霞間の帰雁ということを
遠ざかる程を暫しの間見るはずなのに、その跡が霞むことだ。帰る雁よ。
〔参考〕
　
帰る雁しばし行くへも見るべきに霞みも雲もつらき空かな（壬二集・百首
文治三年十一月
・春・九一七）
夕さればいや遠ざかり飛ぶ雁の雲より雲に跡ぞ消え行く（玉葉集・秋上 建保五年九月家に秋三首歌読み侍
りけるに雲間雁を・五九〇・道家）
わきてよも跡は霞も深からし雲ゐの 遠ざかるらん（道助法親王家五十首・春 遠帰雁・一七四・孝継。
現存六帖・かり・七七一。雲葉集・春下・二三一）
『中書王御詠』注釈稿（一）
六一
〔類歌〕
　
いつのまに遠ざかるらん帰るさの跡は霞の春の雁がね（為世集・帰雁・一二〇）
〔語釈〕
　
○ほど―時間と空間を重ねて言うか。○跡こそ霞め―四句切れ。該歌に先行して幕府御家人の後藤基綱（康
元元年
（一二五六）
十一月二十八日没、七十六歳）に「漕ぎ出づる対馬の渡りほど遠み跡こそ霞めゆきの島松」 （夫
木抄・雑八・対馬の渡り、対馬・題不知、古来歌・一二二四〇）の作例がある。 「対馬の渡り」は、万葉歌（巻一・六二）に基づくが、宗尊もこれを「舟人の対馬の渡り波高み過ぎわづらふやこの世なるらん」 （竹風抄・渡・文永三年十月五百首歌・一〇二。夫木抄・古渡、古来歌・対馬のわたり、対馬・一二二三七）と詠んでいて、基綱詠に刺激されて万葉の「対馬の渡り」に目を向けた可能性がある。とすると この「跡こそ霞め」の一致も、基綱詠を見知っていことの反映かとも考えるのである。
　
東あつま
に侍り
・
し時、春歌とて
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〔通釈〕
　
東国におりました時に、春の歌ということで
（都で）幾年を過ごして来て、この身に寄り添いながら（それでもやはり東国に在って）恋しいのは、花の都の春の面影であるよ。
〔参考〕
　
面影は身にそひながら恋しさの慰さまざりし秋の宵かな（郁芳門院安芸集・夜もすがら、ははきの乳母語ら
ひ明かして・三九）
御狩野や雪は降りきぬこれもまた濡るとも花の春の面影（正治後度百首・冬・雪・二四四・雅経）
六二
暮ると明くと見ても目かれず池水の花の鏡の春の面影（万代集・春下・三八七・実有）
〔語釈〕
　
○東に侍りし時―宗尊の在関東（鎌倉）は、建長四年（一二五二）四月一日〜文永三年（一二六六）七月八
日の間。○年を経て―仁治三年（一二四二）十一月二十二日の生誕以来関東に下向するまでの十年間程について言う。○花の都―→
23。○春の面影―類句は清原元輔の「秋の面影」を詠んだ「思ひ出づや人目なかりし山里の月と
水との秋の面影」 （玉葉集・雑一・一九八九）が古いが、 「春（夏・秋・冬）の面影」の勅撰集初出はこの歌であって、即ち『玉葉集』まで類句は見えないのである。参考に挙げた西園寺公経男実有の「暮ると明くと」の一首は、『新後拾遺集』 （春下・一一八）に作者を「藤原実方朝臣」として収められているが、これは「誤りであろう」 （安田徳子『万代和歌集』平一〇・六、明治書院）という。いずれ せよ の面影」 「秋の面影」は共に新古今前夜頃から盛行し始める。その中では、慈円の文治四年（一一八八）十二月の「早率露胆百首 （春・鶯）の「鶯の出でぬる声を聞きとめて古巣にぞ見る春の面影」 （拾玉集・春・鶯・七〇五） 早いか。 「秋の面影」は、 「後白河院隠れさせおはしまし 三、四年の後、五月御供花 時、六条殿にて」 （後白河は建久三年
（一一九二）
三月十三日没）
という寂蓮の「宮城野を霧の絶え間 見しよりも残る色なき秋の面影」 （寂蓮法師集・秋恋在野外 一三六 が先行するが、参考 雅経詠の直前 『正治初度百首』 は守覚法親王によって「秋の面影」が「手に結ぶ井手の玉水底澄みて見えけるも を秋の面影」 （正治初度百首・春・三三八）と詠まれ いて、雅経はそれに触発された かもしれない。ちなみに、 夏 は 和歌所影供歌合
建仁元年八月
』 （三四・中原宗安） 、 「冬の面影」は『千五百
番歌合』 （九五四・良平）に見える。
〔補説〕
　
合点あり。
『中書王御詠』注釈稿（一）
六三
名所花
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〔通釈〕
　
名所の花
生駒山では、桜の花をも人は嫌うのだろうか。その花を人と隔てる中間にいる雲に見間違えて。
〔参考〕
　
生駒山尾越しに咲ける桜 おりゐる雲と人や見るらん（万代集・春下・遥見山花といふことを・二六七・藤
原有綱。和漢兼作集・三五七、 四句「朝ゐる雲と」 ）
生駒山あたりの雲と見るまでに尾越しの桜花咲きにけり（秋風抄・春・一四・実経。現存六帖・さくら・
五七四。秋風集・春下・六三）
生駒山峰に朝ゐる白雲の隔つる仲は遠ざかりつつ（続後撰集・恋三・八五九・行家。宝治百首・恋 寄雲恋
二四六五）
春の夜の月をながむる人とても厭はぬもの 花の白雲（正治初度百首 春・一〇一六 経 ）紛ふとて厭ひし峰の白雲は散り ぞ花の形見なりける（続後撰集・春下・一四三 通光。千五百番歌合・春
四・四六〇。万代集・春下・四六二。新三十 人撰
　
正元二年・一一二）
〔類歌〕
　
隔つとて恨みぬ雲は 君があたりの桜なりけり（瓊玉集・春上・ 月五十首中に・五二）
〔影響〕
　
咲きにけり生駒の山の桜花雲 厭ひし人に見せばや（文保百首・春・二六〇七・津守国冬。藤葉集
四九）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌。→２。
六四
〔他出〕
　
柳葉集・文永二年潤四月三百六十首歌・春・六五八
〔語釈〕
　
○生駒山―歌枕（大和国。河内国とも） 。大和と河内国境に連なる山の総称。標高六四二メートル。 「君があ
たり見つつを居らむ生駒山雲なかくしそ雨は降るとも」 （伊勢物語・二十三段・五〇・高安の女。新古今集・恋五・一三六九・読人不知。原歌万葉集・巻十二・寄物陳思・三〇三二・作者未詳）によって、 「雲」がかかることが本意。該歌もその通念の上に詠まれていて、この歌を本歌と見ることもできる。○人や―書陵部本は「はるや」と誤写。
〔補説〕
　「雲」と見える（ 「紛ふ」 ） 「花」の類型の上に、鎌倉前期にそれを「厭」わないことを言う歌が、参考の経家
詠や家隆の「厭はじよ紛ひし花の末ぞかし弥生の月にかかる白雲」 （壬二集・春 仙洞にて当座に、暮春の心を・二二一〇）等と現れて、その延長上に宗尊に近仕した北条義政の「厭はじよ紛はば紛へ花とだに思ひなし は峰の白雲」 （宗尊親王百五十番 合・春・四八）がある。これ 少し先行して、その「花」に「紛ふ」 「雲」を「厭ふ」歌も、 「紛ふとて厭ひし雲 吉野山花散りてこそ形見なりけれ」 （月詣集・雑上 七一四・経円）と詠まれ、その趣向がそのまま参考の通光詠に承け継がれる。一方で、 語釈に挙げた「君があたり」の歌に始まる 生駒山」の「雲」の印象を基底にして、 「生駒山」の「桜・花」を「雲」と「 」歌が、参考一・二首目の「生駒山」の両首のように鎌倉前中期に詠 れているし、三首目は同時代の恋歌 はあるが「生駒山」の「雲」が「隔つる仲」が詠まれているのである。ちなみに、為家の「生駒山隔つる中の峰の 何 てかかる心なるらむ」 （白河殿七百首 恋 寄雲恋・四〇七）は該歌よりも 三ヶ月程後出。該歌は、以上 ような鎌倉前期以降の詠みぶりの交点に位置する。
上句は一見、 「名所花」を落題したような感があるが、作為か。
『中書王御詠』注釈稿（一）
六五
合点あり。
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〔通釈〕
　
山家の花
山里の春は憂く辛い（人に訪われない）この身を自然と忘れることだ。花という主人に、訪れる人を待たせて。
〔参考〕
　
春来てぞ人も訪ひける 里は花こそ宿の主なりけれ（拾遺集・雑春・一〇一五・公任。拾遺抄・雑上・
三八八。新撰朗詠集・春・花付落花・一一四他）
山桜花を主と思はずは人を待つべき柴の庵かは（千載集・雑中・依花待客といへる心をよめる・一〇七二
源定宗）
山里はあはれ憂き身の住みかかな訪ひ来る人もけしきかはりて（拾玉集 一日百首
十題但二時一点之間詠之
・山
家・九七三）
〔類歌〕
　
都人いつか訪 んと古里の花の主に任せてぞ経る（白河殿七百首・依花待人・七五 資季）
〔語釈〕
　
○花の主―「この春は が下に家ゐして花 主と人に言はれむ」 （正治初度百首 春・一五一四・範光）や
「一枝を折らではいかが帰るべき花の主を誰に問はまし」 （建仁元年十首和歌・尋花問主・二四・隆衡）等のように、花の持ち主の意味の場合もあるが、ここは、 「の」は同格で、花をその所の主人に見立てて言う。花という主人。
六六
〔補説〕
　「花の主に人を待たせて」の発想は、良経の「我が宿を梅にゆづりて立ち出でむ花の主は人や訪ふとて」 （秋
篠月清集・二夜百首・梅・一〇八）や、これと同工異曲（あるいは影響か）の越前詠「この春も四方の山辺にあくがれぬ花の主に宿を任せて」 （老若五十首歌合・春・八二）に通う。該歌と類歌とは影響関係も想定されるが、両者の先後は不明。
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〔通釈〕
　
閑居の花
ゆったりとのどかに落ち着いている春の情趣もあったのだ、と、誰にも訪れられない我が家の花に見ることだな。
〔本歌〕
　
世の中に絶えて桜 なかりせば春の心はのどけからまし（古今集・春上・五三・業平。伊勢物語・八十二
段・一四五・馬頭なりける人）
〔参考〕
　
春はなほ来ぬ人待たじ花をのみ心のどかに見てを暮らさん（万代集・春下・二九七・具平親王。伝寂然筆切「中務親王集」 ・解題・一六。為頼集・一三）花見ても の心ののどけきは老いて世に経るすみかなりけり（続古今集・春下・一一四 家良）つらきかななどて桜 かなる春の心にならはざりけん（続後撰集・春中 一一 俊成。万代集 春下・三六四。久安百首・春 八一一。長秋詠藻・一一
『中書王御詠』注釈稿（一）
六七
咲かぬ間は誰かは訪ひし我が宿の花こそ人の情けなりけれ（続古今集・春下・一一〇・兼実）
〔類歌〕
　
のどかなるながめを時のけ きにて春の心を霞にぞ見る（伏見院御集・霞 四八五）のどかなる春の心の色にうけて花鳥まで 情け ぞ見る（伏見院御集・春 五五六）のどかなる春の心と りにけり待ちし桜の花咲きしより（延文百首・花・一五一四・公清）
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌。→７。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・春閑居・五七五。
〔語釈〕
　
○訪はれぬ宿―他の人によって訪れられることのない我が家、ということ。宮内卿の『正治初度百首』詠
「三輪の山訪はれぬ宿に神さびて幾代になりぬ杉の秋風」 （雑・神祇・八五二）が早く、為家の「今さらになに恨むらんいつとても訪はれぬ宿のまつ虫の声」 （為家千首・秋・四六四）や知家の「降る雪の花の主にかこちても訪はれぬ宿に跡は絶えつつ」 （洞院摂政家百首・冬・雪・九三一）が続く。他には、 『秋風集』に「千五百番歌合の歌」と詞書する嘉陽門院越前の「まさ木ちる谷のかけはし埋もれて訪はれぬ宿は霰降るなり」 （冬・一六〇）があり、『楢葉集』に「あしひきの山路よりけに跡もなし訪はれぬ宿の庭の白雪」 （雑二・八六一・尊海）がある。鎌倉前期に少しく流行した措辞であろう。宗尊はそれを敏感に取り入れたことになる。同時にまた、宗尊はこれ以前に「いかにせむ訪はれぬ花の憂き名さへ身に積もりける春の山里」 （瓊玉集・春下・五七）という「訪はれぬ花」を詠んでいて、これは雅経の「よそながら山路も絶えて降 雪は訪はれぬ花の主とぞ見る」 （明日香井集・内裏御会
同〔建
保四年〕十一月一日
・遠村雪・一二六四）が先行するのでる。 「訪はれぬ花」から「訪はれぬ宿」を発想することは容
易であったろう。
なお、鎌倉で催行ながら時期不明の「中務卿宗尊親王家の歌合に」於いて詠まれた、該歌と同じ「閑居花」題の
六八
藤原能清詠「ありとだに人に知られぬ宿なれば花咲きぬとも誰か訪ひ来ん」 （新後撰集・雑上・一二二九）との関係が疑われなくもない。
〔補説〕
　
花故に心落ち着かないとする通念は、本歌の「世の中に」の歌を初めとして、 「ひさかたの光のどけき春の
日にしづ心なく花の散るらむ」 （古今集・春下・八四・友則）や「春はなほ我にて知りぬ花盛り心のどけき人はあらじな」 （拾遺集・春・四三・忠岑。和漢朗詠集・春・春興・二六） 、あるいは「春風の吹かぬ世にだにあらませば心のどかに花は見てまし」 （続後撰集・春中・一一〇・醍醐天皇。亭子院歌合・一一・宇多院。万代集・春下・二九六・宇多院）等々と詠ま 、大き 類型を形成する。参考の俊成「つら かな」詠も、その大きな枠組の内にあると言える。一方でまた、花故に人が我が家を訪れることを言う歌も、 「我が宿の花見がてらに来る人は散りなむのちぞ恋しか べき」 （古今集・春上 六七 躬恒）や「春来てぞ人も訪ひける山里は こそ宿の主なりけれ」（拾遺集・雑春・一〇一五・公任）に代表されるように、類型化している。参考の兼実の「咲かぬ間は」詠も、その中の一首である。該歌は、それらの通念を踏まえながら、直接には本歌に反駁するかのようにして、人 訪れのない花見 寂寥感を「のどかなる春の心」に昇華させたと言ってよいであろうが、宗尊と同じ中務卿親王であった具平の「春はなほ」詠や、直前 勅撰集入集歌である家良の 花見 も」詠 も見倣ったか 思しい。『竹風抄』の「文永三年八月百五十首歌」に重出だが、題は異なる。一応出典に挙げたが、あるいは別機会の詠作を同百五十首に再編入したか。→７。
時頼入道が旧跡の花をみて
36　
見み
し春
はる
のこれを形
かた
見と思
おも
ひ出
い
でて
ゝ
涙なみた
に浮
う
かぶ花
はな
の色
いろ
かな
『中書王御詠』注釈稿（一）
六九
〔通釈〕
　
北条時頼入道の旧跡の花を見て
かつて（時頼在世に）見た春のこの桜を形見として思い出して、涙に浮かんで見える花の色であることだな。
〔本歌〕
　
逢ふまでの形見とてこそとどめけめ涙に浮かぶもくづなりけり（古今集・恋四・七四五・興風）
〔参考〕
　
身にそへてこれを形見と偲ぶべき跡さへ今はとまらざりけり（新勅撰集・雑三・参議通宗朝臣身まかりて後、
常に書き交はし侍りける文を、母の請ひ侍りければ、遣はすとてよみ侍りける・一二四三・通具）
ありし世は思はざりけむ書き置きてこれを形見と人偲べとは（万代集・雑五・藤原盛方朝臣書き置ける万葉
集の抄を借りて侍りけるを、身まかりて後、跡に返し遣はすとて・三五四一・平忠度）
変はりゆく影に昔を ひ出 て涙を結ぶ山 井の水（新勅撰集・雑三・世を遁れて後、水辺述懐といふ心を
よみ侍りける・一二五〇・藤原親盛）
〔語釈〕
　
○時頼入道が旧跡―最明寺入道北条時頼の旧居でありかつ墓所である「最明寺」のことであろう。相模国鎌
倉郡山内庄（現在の鎌倉市）に北条時頼が建立した寺で、出家した時頼の居所となり、時頼は「最明寺殿」と呼称され、そのまま墓所となった。時頼の男 宗 、帰依した蘭渓道隆（大覚禅師）を開山に禅刹として再興し、福源山禅興寺（禅興久昌禅寺）と号した。時頼については、補説参照。○花―本集の配列上は「桜」の花であろう。補説に記したように、同じ時頼追悼歌で最明寺 「梅」を詠んでもいる
〔補説〕
　
鎌倉幕府第五代執権・最明寺入道北条時頼は、安貞元年（一二二七）五月十四日に、六波羅探題北方であっ
た父時氏の次男として京都に生まれる。母は、安達景盛女の松下禅尼。寛元四年（一二四六）三月二十三日に兄経時から得宗の家督と執権職を嗣ぎ、直後に四代将軍頼経を京都に追却したいわゆる宮騒動を鎮圧したのを初めとして、他氏を排斥しつつ幕政を掌握していく。宗尊が建長四年（一二五二）四月一日に鎌倉に下着して先ず入ったの
七〇
が、その北条時頼の邸宅であった。康元元年（一二五六）十一月二十二日に三十歳で最明寺に出家して、執権職を嗣子時宗の眼代の形で重時の子長時に譲った後も政務を取り仕切り、北条得宗家の権力伸張を図ったことは周知のとおりである。宗尊は度々最明寺の時頼邸に入って、時に時頼の進言を容れるなどし、また時頼からは素暹法師の奉じた鴨長明作という琵琶を宗尊に贈ることもあった。その 頼は、弘長三年（一二六三）十一月二十二日に三十七歳で没した。その二日後に、宗尊は哀傷歌十首を詠んでいる。言わば宗尊の生殺与奪の権を握る人物が時頼であり、宗尊にとっては恐れと裏腹 一番頼りにし 、あるいは頼りにせざるをえなかった人物であったのかもしれない。
宗尊は、 「最明寺の旧跡なる梅の盛りなりける枝を、人の奉りたりけるを御覧じて／心なき物なりながら墨染め
に咲かぬもつらし宿の梅が枝」 （瓊玉集・雑下・四九八）とも詠じている。
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〔通釈〕
　
三月の十日余りに、月の沈む頃に、ひとり桜の花を見て
春の夜の霞んでいる月の沈む頃に、他に人も見ない桜の花をひと 見ることだな。
〔参考〕
　
み吉野の山も霞みて明くる夜の花にいざよふ入り方の月（光経集・右衛門権佐親俊会し侍りしに、春暁月
を・五二六）
明け渡る峰の霞の絶え間より桜に残る入り方の月（新和歌集・春・五七 景綱）
『中書王御詠』注釈稿（一）
七一
〔語釈〕
　
○また―副詞。別に、その他にの意。 「見ぬ」にかかる。→補説。
〔補説〕
　
第四句が「まだ人も見ぬ」だとすると、 「霞める月の入り方」の「花」の風情が、まだ誰も見たことがない
ものであると詠じていることになる。確かに、 「霞」む「入り方」の「月」の「花」を詠む歌は多くない。参考に挙げた真観の叔父光経の歌が先行し、関東御家人歌人宇
宮景綱の歌や該歌を経て、 「閨までも花の香深き春の夜
の窓に霞める入り方の月」 （風雅集・春中・一二五・永福門院内侍）という京極派らしい歌に承け継がれる程度である。従って、 「まだ人も見ぬ」である可能性は排除されない。
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〔通釈〕
　
花の頃、人の許に言い遣わしました（歌）
自分が外へ出ることのないこの家の春こそが、寂しいのであった。心は、四方の桜の花にあるけれども。
〔本歌〕
　
寂しさに宿を立ち出でてながむればいづくもおなじ秋の夕暮（後拾遺集・秋上・三三三・良暹。定家八代
抄・秋下・四〇五。八代集秀逸・三三。時代不同歌合・一〇〇。百人一首・七〇。百人秀歌・五八）
〔参考〕
　
いづかたに花咲きぬらんと思ふより四方の山辺に散る心かな（千載集・春上・四二・待賢門院堀川）立ち出でてほかの春をも見るべきに宿の花こそうしろめたけれ（百首歌合
建長八年
・春・四二三・行家）
〔補説〕
　
良暹の「寂しさに」歌を本歌に取り、参考 両首にも語彙や発想を負っ 一首と言えるが、大枠では い
つまでか野辺に心のあくがれむ花し散らずは千代も経ぬべし」 （古今集・春下・九六・素性）が下敷き なる。
七二
下句の措辞が新鮮である。
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〔通釈〕
　
花の歌の中に
花は再び、昔どおりの色に咲いたのだった。すっかりその姿が衰えてしまったこの身をどうしようか。
〔参考〕
　
見る人ぞ昔 色はかはりける花は老い木の春もありけり（続古今集・雑上・文集に、百花落如雪、両鬢垂作
糸といふことを・一五一九・隆衡）
思ひ出づる昔は遠くなり果てて待つ方近き身をいかにせむ（万代集・雑六・三七四七・二条院参河内侍。玉
葉集・雑五・二五九九。宝物集・異本歌・七巻本元禄本・巻三・五六〇）
〔語釈〕
　
○昔の色―昔のままの色。 『清正集』の「こむらさき昔の色もあせずして立ち返りつつにほふ藤波」 （同じ
〔三月〕頃、藤壺の藤の賀の宴せられけるに・一〇）が早い例か。 『宇津保物語』に「花だにも昔の色はかはらぬを待つとき過ぎし人ぞ散りぬる」 （宇津保物語・くらびらきの下・八〇〇・兼雅）が見える。ここは、 「色」に、 「うつろひ果てし」 「身」の縁で、人の容色・姿形の意味が掛かる。
〔補説〕
　
大きな枠組みでは、 「年年歳歳花相似（ねんねんせいせいはなあひにたり）歳歳年年人不同（せいせいねん
ねんにひとおなじからず） 」 （和漢朗詠集・無常・七九一・宋之問。全唐詩によると作者は「宋之間」 ）等の想念の類型の中 ある。
『中書王御詠』注釈稿（一）
七三
（花の歌
うた
の中に）
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〔通釈〕
（花の歌の中に）
色が褪せて変わる薄花染めのように色が衰える山桜は、それだけでなくて、春風が吹くよ（散ってしまうよ） 。
〔本歌〕
　
人心薄花染めのかり衣さてだにあらで色やかはらむ（新古今集・恋三・一一五六・小大君。小大君集・心ざ
し深からぬ男の、花染めの狩衣せさする、やるとて・九六。後葉集・雑一・四五一）
〔語釈〕
　
○薄花染め― い縹色に染めること。その染めた物。 「花染め」は、露草（月草）の花の汁で布や紙を染め
ること（染めた物） 。褪色しやすく、移ろいやすいことの比喩に用いられる。ここもそれ。
〔補説〕
　
本歌は、 「世の中の人の心は花 のうつろひやすき にぞありける」 （古今集・恋五・七九五 読人不知）
を踏まえ 。
合点あり。
（花の歌
うた
の中に）
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一候。
〔通釈〕
（花の歌の中に）
七四
憂く辛い世の中には、いったいどんな（執着すべき）事があるのか（ないはずだ） 、とは思うけれども、それでもやはり捨て難いのは、桜の花の色であり、この世の中であることだ。
第二句は、こい願わないことであります。
〔参考〕
　
何事かこの世に経たる思ひ出を問へかし人に月を教へん（山家集・雑・百首・月・一四七九）何事のいつあるべしと思ひてかかかる憂き世につれなかるらん（続古今集 雑中 述懐の心を・一七〇七・
基家）
身にしめてなに思ふらむ山桜花も憂き世の色ならぬかは（万代集・春下・四〇〇・寂蓮）老いとなるながめはこれと知りながらなほ捨て難き夜はの月影（正治初度百首・秋・九五二・季経）世の中を厭ひ果ててし山辺にもなほ捨て難き秋の夜の月（如願法師集・雑上・宮御会に、月前述懐・
七三五）
〔類歌〕
　
何事か思ひもおかん末の露本 雫のかかる憂き世に（続千載集・哀傷・二〇三五・永福門院内侍）
〔影響〕
　
なほもこの憂き世の色ぞ捨 難き花の情け 春 なれても（歌合
嘉元三年三月
・寄花春・一・伏見院。伏見院
御集・寄花春・五六四。同・同・七七九）
〔語釈〕
　
○捨て難き―「 （ ）世」の縁で、こ 世 中を捨 いの意が掛 。○花の色―桜の花の美しい色あ 、あ いは、その素晴らしい情趣、といった意。
〔補説〕
　
為家の評詞「第二句不
二庶幾
一候」は、 「何事かはと」が、詞足らずであること、やや投げやりな感があるこ
となどを、咎めたものか。
『中書王御詠』注釈稿（一）
七五
（花の歌
うた
の中に）
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〔通釈〕
（花の歌の中 ）
憂く辛いこの世には、跡を留めるまいとばかりに、山桜が散ることこそが、まさに桜の花の情愛なのであった。
〔参考〕
　
春の花秋の紅葉の情けだに憂き世にとまる色ぞまれなる（土御門院百首・雑・無常・九八。続後撰集・雑
下・一二三七・土御門院。新三十六人撰
承元二年
・一八。新後拾遺集・雑下・一四七〇）
〔類歌〕
　
かくばかりすみ憂きよにも春の月曇り果てぬや情けなるらん（人家集・春歌中に・三七二 今出川院近衛）
〔語釈〕
　
○花の情け―先行例には、鑁也の「花ぞかし花の情けは の どもにほふにほひは知る人もなし」 （露色随
詠集・なにとなく・二九九）があり、 『閑谷集』にも「秋萩の花の情けを我ひとり見るよりかねて色に出でぬる」（五〇）と「初霜にうつろふ菊ぞうらめしきさこそは花の情けなれども」 （二二三）という両首が見える。桜について言うのは、 「身の憂さに思ひよそへてながむれどのかぬは花の情けなりけり」 （拾玉集・花月百首・一三二八）や「咲きぬとて尋ねて見れば白雲のまがふも花の情けならずや」 （千五百番歌合・春三・ 二九・顕昭） 、あるいは家隆の「散り残る花 情けも山桜いかでか春の枝を分くらん」 （壬二集・家百首・春・残花・一三五五）等が早い。宗尊は別に「山桜散る間を人に見せじとて霞むや花の情けなるらむ」 （瓊玉集・春下・花五首歌合に、霞中 ・七一）とも詠じる。これらから見て、花の真情、花の本意、あるいは花の思いやりの情愛、といった意味で用いられているようである。こ は、参考の土御門院詠を踏まえながら、いつまでも散り残って人に執心させることはしない、その意味での人への情愛、といった意味で用 ているか。また、厭世の気分のある宗尊にとっては、憂き世を離れ
七六
ることを示してくれる、という点での、自分にとっての思いやりといった意味合いも込められているか。そうだとすれば、光厳院の「散る花に憂き世を悟る人もあらばつらきもうれし春の山風」 （光厳院三十六番歌合
貞和五年八月
・
春風・七）に通う。
〔補説〕
　
鎌倉に於ける宗尊の護持僧隆弁の類詠「いづくにも跡をばとめじ白雪の降るにまかせて過ぐる身なれば」
（続後拾遺集・雑上・一〇五一）との先後は不明である。
（花の歌
うた
の中に）
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〔通釈〕
（花の歌の中に）
憂く辛いまま、それでばかり人は過ごすこの世に、暫しの間も堪えずに散る桜であることだな
〔参考〕
　
春春の花は散るとも咲きぬべしまたあひがたき人の世ぞ憂き（秋風集・雑下・一二九三・定方。続古今集・
哀傷・一三九四、初句「春毎に」 。新時代不同歌合・六三、初句同上。三条右大臣集・三五）
世の憂きか人 辛さかきりぎりすさてのみこそは我もなかるれ（治承三十六人歌合・虫の歌とて 二一三・
行念）
〔語釈〕
　
○暫しも堪へず―暫時も堪えられずにという趣意に解したが、 「暫しも絶えず」 （ほんの少しの間も絶えるこ
となくの意）も通意である。為家に「はかなさは船岡山の夕まぐ しばしも絶えぬ煙にも知れ」 （為家千首・雑・九七〇）がある。 「船岡山」は、京都北郊の岡で、葬送の地として知られる。従っ こ は 「しばしも絶えぬ」で
『中書王御詠』注釈稿（一）
七七
なければならない。
（花の歌
うた
の中に）
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〔本文〕
　
○なべて―底本「なへく
て
」を、傍記と書陵部本により「なべて」に改める。
〔通釈〕
（花の歌の中に）
すべて世の中は無常なものなのだ。山桜が散るのだけを、辛いと思おうか（いや、他のことも皆辛いのだ） 。
〔参考〕
　
昨日開来今落去（きのふひらけもていてけふおちさんぬ）
　
因花多覚世無常（はなによてはおほくよのむじ
やうをさとる） （新撰朗詠集・雑・無常・山寺・七四二・英明）世の中を常無きものと思はずはいかでか花の散るに堪へまし（千載集・雑中・一〇六九・寂然）おしなべて常無き世とは知りながら憂き身の咎になしぞはてつる 続詞花集・哀傷・下臘に越えられて籠も
れりける比、又相具せる女身まかりにけるを、やむごとなき所より問はせ給へりける御返り事に申し侍りける・四三二・公行）
寝るがうちに見るをのみやは夢と言はむはかなき世をも現とは見ず（古今集・哀傷・八三五・忠岑）
〔影響〕
　
なべて世は春の心ものどけきにうつろひやすく花 散る ん（嘉元百首・春・花 一一六 後宇多院。玉葉
集・春下・二五〇、初句「なべて世の」 ）
〔語釈〕
　
○つらしと思はむ―こ 句の原拠は「逢 ずして今宵明け ば春の日の長くや人をつら と思はむ」 （古今
七八
集・恋三・六二四・宗于）だが、この「む」は予想・推量。該歌の「む」は意志・希望で、かつ「やは」を承けた反語表現。
六帖の題の歌
うた
に、春風
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〔通釈〕
　
古今六帖の題の歌で、春の風
桜花、それに思いを執するこの身の最後はまた、やはり虚しくわびしい、 （花を散らす）この春の山風よ。
本歌は、やはりなるほどとは思われません。
〔本歌〕
　
咲く花に思ひつく身のあぢきなさ身にいたづきの入るも知らずて（拾遺集・物名・つぐみ・四〇五・黒主。
古今集・仮名序）
〔類歌〕
　
ありて世はげにも果てこそ憂かりけれうの花誘へ春の山風（竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・春風・
五四）
果てはみな別れありてふ憂き世とて花にも避らぬ春の山 （竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・春風・
 
五〇八）
〔語釈〕
　
○六帖の代の歌に―→
26。○春風―『古今六帖』第一の題「はるのかぜ」 。○果てはまた―殷富門院大輔が
文治三年（一一八七）に勧進した百首歌に応じた藤原公衡の『公衡百首』の「逢ふまでと思ひ思ひて果てはまた生
『中書王御詠』注釈稿（一）
七九
けるを厭ふ我が命かな」 （恋・逢不遇恋・六七）が早いか。その後新古今歌人達が詠む。勅撰集の初出は、 『続古今集』の、右記公衡詠（恋四・一二九八）と「染め尽くす色の千しほの果てはまた時雨れてともに降る木 葉かな」（冬・五七五・公経） 。
〔補説〕
　
為家の評詞「本歌猶以不
二甘心
一候」は、 「物名」歌を本歌にしたことを批判か。
河上落花
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〔通釈〕
　
河上の落花
せめて流れ行く桜の花だけでも止まってくれ、吉野川よ、その名の「よしや」たとえ春が、川の流れのように早く過ぎるとしても。
〔本歌〕
　
吉野川よしや人こそつらからめ早く言ひてし事は忘れじ（古今集・恋五・七九四・躬恒）
〔参考〕
　
吉野川花のしがらみなかりせばしばしも春のとまらましやは 正治初度百首 春・一〇二二・経家）芳野河流れて早く散る花 波のいづくに春とまるらん（建保名所百首・雑 芳野河・ 六四・家衡）散る花の流れてくだる吉野河春も湊やとまりなるらん（後鳥羽院定家知家入道撰歌〈家良〉 ・知家大宮三位
入道撰・春・一五七）
散る花の水脈に流るる芳野川春の行く瀬はよどまざ けり（宗尊親王百五十番歌合
弘長元年
・春・四七・行
方）
八〇
散る花の流れて早き吉野河いづくか春のとまりなるらん（東撰六帖・春・桜・二六〇・珍誉）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌。→２。
〔他出〕
　
柳葉集・第五・文永二年潤四月三百六十首歌・春・六七四。
〔語釈〕
　
○河上落花―頻出の歌題ではない。藤原教長に「河上落花といふことを／前参議教長／芳野河花の白波流る
めり吹きにけらしな山おろしの風」 （新拾遺集・春下・一五六。教長集・春・散る花をよめる・一三五。玄玉集・草樹上・題不知・五〇〇）があり、これが詠作時からの歌題であれば、早い例となるが、詳しくは不明である。それ以外には、 「貞応二年当座百首」詠という為家の「河上落花」題「三室山白ゆふ花やうつるらん竜田の川に浪ぞかか る」 （夫木抄・春四・花・一四七八） 、 「貞応 寛元（ 二二二〜四六）にかけての間、吾妻鑑に頻出する」（新編国歌大観解題）法印珍誉の「河上落花／散る花の流れて出づる湊川いづくか春のとまりなるらむ」 （法印珍誉集・四） 、関東御家人笠間時朝の「河上落花／泊瀬（とませ）川峰の桜も落ちたぎり岩間ぞ花の井せきなりける／吉野川岩間の水のうたかたは峰の桜 散れるなりけ 」 （時朝集・未入集歌・春・一五九 一六〇）が目に付く。宗尊がこの題を認知することは比較的容易であったのではないか。○吉野 よしや―本歌に拠る詞。 「吉野川」は大和国の歌枕。現奈良県中央部の吉野地方を北西流す 。 「吉 の同音で「よしや」 （ままよ、たとえの意）を起こす有意の序としても働く。○早く―季節が過ぎるのが早くの意。 「吉野川」の縁で、川 流れが早くの意が掛かる。
〔補説〕
　『古今集』歌を本歌に取った一首だが、参考に挙げた歌々のような、 「吉野川」の流れに散る「花（桜） 」と
行く「春」の、早さや止まること（泊まり）を言う歌の系譜の上にある歌でもある。
款冬
『中書王御詠』注釈稿（一）
八一
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〔通釈〕
　
款冬
知られないように秘めた誰の癖から、山吹の花までもが何も言わない（くちなしの）色に咲くのだろうか。
〔参考〕
　
言はぬ間はつつみしほどにくちなしの色にや見えし山吹の花（後拾遺集・雑四・一〇九三・規子内親王）忍べとも言はぬ色なる山吹の花に恋しき井手の古里（千五百番歌合・春四・五四三 通光）里の名もしのぶと聞けば款冬の花さへ言はぬ色に咲きけり（夫木抄・春 款冬 里款冬 二 〇 真観）
〔類歌〕
　
なにごとを忍びかねてか山吹の言はぬを花の色にさくらむ（和歌口伝・ぬしある詞 一七八 隆博
〔影響〕
　
ことわりやさこそは言はぬ色ならめし ぶの里に咲ける山吹（宗良親王千首 ・里款冬・一 一）
〔語釈〕
　
○ならひよ ―習慣や習癖によっての意。先行例は「憂かりける誰が逢ふことのならひよりゆふつけ鳥の音
に別れけむ」 （新勅撰集・恋三・七九六・家良）や「郭公誰が待ち初めしならひより夕べを分きて鳴く音なるらん」（寂身集・夏・四八一） 。
〔補説〕
　
参考の三首や該歌も、 「山吹」の花 色の「梔子」に「口なし」を掛ける「山吹の花色衣主や誰問へどこた
へずくちなしにして」 （古今集・誹諧歌・一〇一二・素性）が下敷きにある。和歌の通念や類型、その題材などの起源・始原を問おうとする宗尊の詠作の傾向を示す 首でもある。
参考の真観詠との先後は実は不明。一応真観詠が先行するものと見て参考歌としたが 真観が宗尊詠に倣った可
能性も絶無ではあるまい。
合点あり。
八二
藤
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〔通釈〕
　
藤
松にこそ藤もかかって咲くのだけれど。おいおい私は、いったい何を頼みにして春を待とうかしら。
上句は、こい願われない姿であります。
〔参考〕
　
夏にこそ咲きかかりけれ藤の花松にとのみも思ひけるかな（拾遺集・夏・八三・重之）藤波は君が千歳のまつにこそかけて久しく見るべかり れ（金葉集・賀 三二六・大夫典侍）言の葉はかれにしも を露の身の何にかかりて年の経ぬらん（宗尊親王百五十番歌合
弘長元年
・恋・二八九・
藤原行俊）
〔語釈〕
　
○松―「待たまし」の縁で「待つ」が響く。○何にかかりて―何に寄り かって、何を頼りとしての意に、
「松」 「藤」 「咲く」の縁で、藤が松に咲きかかっての意が掛かる。
〔補説〕
　
為家の評詞「上句不
二
庶幾
一
之姿候」は、 「松にこそ藤も咲くなれ」が詞足らずの表現であり、また、 「やよ
や我」も熟れない措辞であると見て、咎めたのであろう。
歌頭に青色の紙片貼付。
暮春
『中書王御詠』注釈稿（一）
八三
49　
憂う
きが身の春
はる
の暮
くれ
にぞ思
おも
ひ知
し
る逢
あ
はでもつらき別
わか
れありとは
初五字同
レ前。
〔本文〕
　
○思ひ知る―底本「お
もひしる」 。
〔通釈〕
　
暮春
憂く辛いこの身の春の暮に、思い知ることよ。 （私は慶びの春に出逢ってはいないのに、それでも）逢わなくても、辛い別れがあるとは。
初めの五字は、前に同じ。
〔参考〕
　
憂きが身の春こそ遅きものならめ鶯だにもはやき鳴かなん（顕氏集・将軍家御歌合
弘長元年七月七日
・春・一）
山里は秋の末にぞ思ひ知る悲しかりけり木枯らしの風（新勅撰集・秋下 三三八・西行。山家集・秋・秋の
末に法輪にこもりてよめる・四八七。西行法師家集・秋・二四五）
頼めしを待つに音せで明くる夜は逢はでもつらき暁の鐘（秋夢集・二四）
〔語釈〕
　
○憂きが身―先行例には為家の「晴れぬべき道はかたがたありながら身の憂きが身になほやまどはん」 （洞
院摂政家百首・雑・述懐・一八一九）がある。雅経の「見しよりもなほ古りにける渡りかな憂きか三河の沼の八橋」 （明日香井集・雑・これも同じ東の道にてよみ侍りける歌の中に・一五五七）は、 「憂き」に「沼」の縁で「」が懸かるが、 「憂きか三河」に「憂きが身」が込め掛けられ か。参考の顕氏詠と該歌との影響関係が想定されるが、実は先後は不明である。後出の実教の「憂き 身の思ひ出でなれや今日暮るる形見をとめん秋の心は」 （秋・一一五二）は、宗尊詠と同工異曲である。
八四
〔補説〕
　
為家の評詞「初五字同
レ
前」の「同前」は、前歌の評詞の「不
二
庶幾
一
之姿候」を承ける。つまり、初句の
「憂きが身の」を批判するもので、この措辞が伝統ではないこと、春歌に親王が言うには相応しくない、という判断であろう。
三月尽
50　
よそなりと思
おも
へど惜
お
しき別
わか
れかな
昔むかし
の春の
心こゝろ
ならひに
〔通釈〕
　
三月尽
自分は春と無縁だと思うけれど、それでも惜しい別れであることだな。昔に春を惜しんだ心の習い性で。
〔参考〕
　
ゆく末は我をも忍ぶ人やあらむ昔を思ふ心ならひに（新古今集・雑下・千載集えらび侍りける時、古き人人
の歌を見て・一八四五・俊成）
長らふる身とや頼まむ如月の春の日送る心ならひを（新撰六帖・第一・なかのはる・三九・信実）音に立ててなかぬ日はなし鶯の昔の春を思ひやりつつ（後撰集・哀傷・ 四〇七・大輔）我が身 はよそ る春と思へども暮れ行く今日は惜しくやはあらぬ（忠度集・人人、三月尽の歌よみ侍りし
に・一九）
〔類歌〕
　
忘れなで今年も春ぞ慕はる よそならざりし心ならひに（東撰六帖・春・三月尽・三一八・藤原定員）憂き身にはよそなる の別れぞ 思ひ がらに何惜しむ ん 文保百首 一七一七・実前）
〔補説〕
　
類歌に挙げた藤原定員の歌とは影響関係が想定されるが、先後は不明である。
『中書王御詠』注釈稿（一）
八五
合点を白滅。
